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東京高等工業学校附設工業教員養成所の
卒業生と各産地における陶器学校等との関係
について
　　　　　　　　　　　　　　  立花  昭

１. はじめに

　令和 6 年 (2024) 現在、国内において工業に関わる

職業学科を単独で置く高等学校（全日制・定時制）は

250 校、工業を含む学科を置く学校の延べ数は 516 校と

される 1。このうちセラミック科ないしはそれに類する課程

を有しているのは、岐阜県立多治見工業高等学校をはじ

め、福島県立会津工業高等学校、石川県立工業高等学

校、愛知県立瀬戸工科高等学校、愛知県立常滑高等学

校、大阪府立泉尾工業高等学校、佐賀県立有田工業高

等学校などである。そこで使用されている教科書には、「セ

ラミックスの機能や製造工程の視点から捉え、工業生産

と相互に関連付けて考察し、実践的・体験的な学習を行

うことなどを通して、セラミックスの生産ができるようにする

こと」2と、目指すべき姿が具体的に記されている。一方で、

産業面に貢献するのみでなく陶芸家を生む土壌ともなって

おり、各地域で活躍する作家はもとより重要無形文化財

保持者（人間国宝）を輩出した例も珍しくない。

　上記の学校はいずれも窯業教育の長い歴史を有してお

り、その創設については、明治なしは大正時代にまで遡る。

明治政府は、近代的な産業を育てるべく殖産興業政策を

推進するなかで工業教育にも力を入れており、それぞれの

設立に大きく影響を及ぼした。軽工業が主体であった明

治時代前期から中期にかけて、とりわけ陶磁器は重要な

輸出品であったためである。加えて、国内で近代的な建

造物が順次築かれていくなか、レンガなど陶磁器製の建

築資材やセメント（工業分類上は窯業・土石に含まれる）

の需要が増大する状況にあったこととも深く関連する。よっ

て、窯業教育は今日想像する以上に、近代日本における

工業のなかで重要な役割を果たしてきたことは言うに及ば

ない。一方、時を経て現在では多様なニーズに沿う形で、

機能性セラミックス分野の学習や、産業とは一線を画する

陶芸作品の制作も積極的に取り込むなど、かつてとは随

分と様相が異なってきた。しかし、外形的には変貌しつつ

も一貫して初期の窯業教育の核心部が、今日まで受け継

がれている点について見逃すことはできない。

　本稿では、このように工業高等学校等のなかで継承さ

れてきた陶磁器に関わる工業教育のうち、とくに戦前の状

況について取り上げていく。現状、実業教育については

すでに広く論じられているところであり、具体的に陶磁器

関連の学校を含めながら考察しているケースもみられる。

よって、以下においては視点を変え、窯業教育に携わっ

た人物を関連づけて検証していく。特に東京高等工業学校

（現東京科学大学）附設工業教員養成所卒業生の動向

に着目することとし、その前提として、当時実在した窯業

関係の教育機関についても、把握可能な範囲内で確認作

業をおこなった。

 

２. 実業教育について

　戦前において、窯業を含む工業や農業、商業、水産

業などは「実業」と称されており、こうした分野に関わる

教育については「実業教育」と呼んでいた。この実業教

育に関連し、明治政府は殖産興業政策を推進する一環と

して、近代工業における人材養成に積極的な姿勢をみせ

ていた。その顕著な例として、第二次伊藤内閣の文部大

臣井上 毅
こわし

は、とりわけ初等実業教育の制度化に尽力し、

明治 26年(1893)「実業補習学校規程」、同 27 年 (1894)

「実業教育費国庫補助法」、さらには同年「徒弟学校規程」

などを立て続けに制定していく。

　設立時、実業補習学校は入学資格を尋常小学校卒業

程度、修業年限を 3 年以内で勤労青少年のための学校

とした。また徒弟学校は、尋常小学校卒業以上で、修業

年限を 6 ケ月以上 4 年以下の、職工に必要な教育を施

すための学校だった。これらの端的な違いについて、実
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業補習学校は小学校教育の補習と同時に実業の思想を与

え、または実業の準備のために実業教育を授ける任務に

ついて担った。一方、徒弟学校は職工になるための職業

教科を授けることが主な役割であった 3。よって、純然た

る職工の養成機関とされたが、実情に合わせた弾力的な

運用も認められていたのである。そして、実業教育費国庫

補助法は、こうした実業教育を実施する学校に国庫補助

金を交付して、設置を後押しした。

　この後、実業教育を取り巻く情勢は断続的に改正され

ていくため、本論での理解が深められるよう以下の表 1 に

まとめた。

３. 各地における陶器学校等の設立 

　先に述べた実業教育費国庫補助法の施行により、各地

で実業教育をおこなう学校の設立が促された。その立案

にあたっては、国庫補助額を条文に盛り込むか否かが重 

表1 実業教育関連の制度の変遷

和暦（西暦）

明治 23 年 (1890)

明治 26 年 (1893 )

明治 27 年 (1894)

昭和 29 年 (1896)

明治 32 年 (1899)

明治 35 年 (1902)

明治 37 年 (1904 )

大正  9 年 (1920)

昭和 10 年 (1935)

内容

小学校令の改正

実業補習学校規程制定

実業教育費国庫補助法公布 

徒弟学校規程制定 

徒弟学校規程の一部改正 

実業学校令制定

工業学校規程制定

実業学校規程改正

徒弟学校規程改正

実業学校令改正 
工業学校規程改正 

実業補習学校規程改正

青年学校令制定

説明

実業補習学校、徒弟学校は小学校の一種とされる

尋常小学校卒業程度、修業年限を 3 年以内で勤労青少年のための学校

実業教育を行う学校に対する国庫補助が法制化。実業学校、徒弟学校、実業
補習学校などが対象

尋常小学校卒業以上で、修業年限を 6 ケ月以上 4 年以下とした職工に必要な
教育を施すための学校

徒弟学校の設置について、従来の市町村立または私立としていたものが、府県
郡立も認められる

各種実業学校全般に通ずる包括的な基本規定を制定  

従来小学校の一種で初等実業教育機関とされた実業補習学校や徒弟学校は、
実業学校（中等実業教育機関）として位置づけられる 

工業学校に徒弟学校の学科を付設することが可能となる。これにより工業学校に
昇格する徒弟学校も多くあらわれる 

工業学校は修業年限 3 年、14 歳以上、修業年限 4 年の高等小学校卒業を入
学資格とし、徒弟学校は修業年限 6 ケ月以上 4 年以下、満 12 歳以上、尋常
小学校卒業以上を入学資格としていたため、以後、工業学校規程による工業学
校学科（甲種工業学校）と、徒弟学校規程による徒弟学校学科（乙種工業学校）
がみられるようになる 

地方の実情に応じて融通性を持った職業教育機関になる

実習と職業に直接関係のある教科目を必修の学科に組み入れる

徒弟学校規程の廃止により、徒弟学校は工業学校に統合、あるいは廃校とされ
るか、工業補習学校として下降することになる 

内容の整備充実を図り、職業教育と公民教育の二つに重点が置かれる

実業補習学校と青年訓練所が統合され、青年学校となる
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大な問題として持ち上がり、結果的には第 1 条に 15 万

円という額が明記されている。これを規定するために綿密

な実施計画が検討されたと考えられており 4、その根拠と

すべく「徒弟学校又ハ工業補習学校設立予定地」につい

ての具体的な案も示された。従って「予定地」とあるが、

実際に学校が置かれたかは別問題であり、試算をおこな

うための一定要件を満たしていた場所との意味合いが強

い。この予定地については一般工業と特殊工業に分けら

れており、前者は「木工大工指物建具職ノ類及金工（鍛

冶ノ類）ニシテ各地方一般ニ通有」する全国の主要都市

が取り上げられている。これに対し、後者は「某地方ニ

限リ特有スル者」として既存の伝統的な産地が掲げられ、

具体的には、織物、染色、陶器、漆器、紙、製塩、精

糖などの分野を該当させている。

　以下に、特殊工業の予定地から陶磁器に関わる18 府

県、21 地域を抜き出して表 2 にした。その右欄には、こ

れまで全体像が不明瞭だった、徒弟学校や実業補習学

校、そして国庫補助の対象如何にかかわらず同様の目的

による実在した施設について、可能な範囲で確認できたも

のを付け足した（以下、これら全体を「陶器学校等」と

いう）。この際、戦前において校名の変更などがおこなわ

れたり、現在もセラミック科等が存続しているものは、そ

の名称についても書き添えている。また、設立年や廃止

年などが不明のものも、設立自体が確認できた場合は極

力記すこととした。

　まず、特殊工業に関わる地域の選定について、陶磁器

の分野は当時の状況をおおむね過不足なく網羅していると

みてよい。その具体的な選定方法については、「職工の人

員」および「製造物産額」の欄が設けられていることから、

これらを主に参照して取捨選択されたと考えられる。もっ

とも、職工数が 45 名の鹿児島から2,814 名の岐阜まで、

産額は 3,222 円の岡山から 1,163,981 円の岐阜までと

かなり開きがあり、できるだけ広範にわたって候補地を取

り上げようとした形跡が窺える。

　そして、実際に設置された徒弟学校に関し、官報の記

載より抽出した以下の 10校についての考察がなされてい

る 5。

　　 1． 愛知県  町立瀬戸陶器学校

　　 2． 福島県  福島県立工業学校

　　 3． 愛知県  常滑町立陶器学校

　　 4． 岐阜県  土岐郡立陶器学校

　　 5． 栃木県  村立大山田陶器学校

　　 6． 愛媛県  砥部村立工業徒弟学校

　　 7． 佐賀県  有田徒弟学校

　　 8． 兵庫県  津名郡立陶器学校

　　 9． 福島県  本郷村立窯業徒弟学校

　  10． 三重県  丸柱村立陶器徒弟学校

　その内容をみると、1、2、7 は甲種工業学校上昇型（7

と9 は法令により廃止となっているが、7 は佐賀県立有田

工業学校に、9 は 2 に上昇し、実際は甲種工業学校とな

る）、4 から6 は乙種工業学校移行型、7 から10 は廃止

型とされた。これらを踏まえると、多くが甲種ないしは乙種

の工業学校となっていくのに対し、小規模な産地の学校

は結果的に廃校へと追い込まれたことが確認できる。そし

て、「陶器を学科とする徒弟学校に関して、『伝統工業の

地域産業基盤の強い地域では、伝統工業の学科のみで

も工業学校に上昇していく』」という結論を導き出している。

同じく漆工を学科とする徒弟学校についても考察されてお

り 6、該当する25 校中、漆工のみを学科とする徒弟学校

が 6 校あり、甲種工業学校上昇型は 0、乙種工業学校

移行型は 1 校、廃止型は 5 校との状況が示されている。

比較すると、工業学校となる割合は陶磁器産地の方が圧

倒的に多く、先の論にしたがえば、産地基盤に関わる強

さの優位性を指摘することができる。

 もっとも、福島県立工業学校が甲種工業学校へ上昇す

る直前の状況に関して、当時の複雑な地域の様相が以下

のとおり記されている 7。
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表 2 陶磁器に関わる徒弟学校・工業補習学校設立予定地と実際に設立された陶器学校等 8

設立した陶器学校等 ( 年 / 名称等 )

1918　平清水陶磁器伝習所

1895　本郷村立陶器徒弟学校  
1903　町立となる  
1904　福島県立工業学校  
1929　福島県立会津工業学校  
現 福島県立会津工業高等学校セラミック化学科

1903　益子陶器伝習所（組合立） 
1914　益子町立陶器伝習所 
1939　県立窯業指導所となり廃校

1896　大山田工業補習学校
1909　村立大山田陶器学校
1926　廃校

  －  　 大山田村立小砂焼陶磁器業伝習所

1902　西茨城郡立笠間陶器伝習所

　　　 （神奈川県立工業学校 ＊検討のみ）

1887　金沢区工業学校  
1889　石川県工業学校  
1901　石川県立工業学校  
現 石川県立工業高等学校工芸科

1907　実業補習学校（寺井野町）
1928　寺井野町立工業補習学校 

1894　私立小曽原焼徒弟学校

1895　瀬戸陶器学校  
1901　町立瀬戸陶器学校  
1911　愛知県立陶器学校  
1920　愛知県立窯業学校  
1922　愛知県窯業学校  
現 愛知県立瀬戸工科高校工芸デザイン科

1896　常滑工業補習学校  
1901　常滑陶器学校  
1902　常滑町立常滑陶器学校  
1925　愛知県常滑陶器学校  
現 愛知県立常滑高等学校セラミックアーツ科

1895　多治見工業補習学校 
1897　閉校 

1898　岐阜県陶磁器講習所  
1900　土岐郡立陶器学校  
1908　土岐郡立陶器工業学校  
1923　土岐窯業学校  
1924　岐阜県多治見工業学校  
現 岐阜県立多治見工業高等学校セラミック工学科

府県名

山形

福島

栃木

茨城

神奈川

石川

福井

愛知

岐阜

徒弟学校又ハ工業補習学校
ヲ設置スヘキ市町村名
並校数 

大沼郡本郷村 1 校

芳賀郡益子村 1 校

横浜市 1 校

金沢市 1 校

能美郡小松町（中心地） 1 校
　江沼郡に亙ル

名古屋市 1 校

東春日井郡瀬戸町 1 校
　上中下品野村赤津村
　西加茂郡高岡村ヲ併ス 

智多郡常滑村 1 校

土岐郡多治見町（中心地）、
笠原、妻木、土岐津、泉、
下石、駄知各村ニ亙ル 1 校 

工業ノ種類

陶器 会津焼

陶器 益子焼

漆器、（蒔絵）、陶器、
画工

蒔絵、陶器、髹器

陶器 九谷焼

美術的工業（陶磁器、
漆器、繡箔、七宝）

陶器 瀬戸焼

陶器 常滑焼

陶器

職工ノ人員
製造物産額（円）

職工  150
産額  31,695

職工  154
産額  25,655

画工  300
産額  29,000

職工  160
産額 陶42,210（25 年）

 

職工  850（能美郡）
産額  217,118

（九谷焼合計）

産額  605,370

職工  1,216
産額  158,407

職工  832
産額  84,456

職工  2,814
産額  1,163,981
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　同地の事業者は窯業教育をおこなう学校に対して冷淡

であり、教育の必要性自体を感じていない人物が大変多

い。こうしたなかで設立された本郷村立陶器徒弟学校は、

国庫補助を受けたための申し訳として細 と々運営されるの

みであり、このような不完全な設備の学校を苦労して続け

るくらいなら、補習学校に後退させて小学校に併置するほ

うがよい。一方、県立の工業学校設立の建議もあるので、

これと合併することができれば非常に意義がある、といっ

た趣旨である。同校は、結果的に統合が叶って甲種工業

学校となったが、このような問題は、全国の各産地で少

なからず表面化していたと推測され、その後の徒弟学校

の命運を左右することになったといえるだろう。　   

　次にこの表を使って、予定地と実際に陶器学校等が設

置された状況とを対比していく。注目されるのが、予定地

1922　四日市市立商工補習学校  
1935　窯業科設置  
現 三重県立四日市工業高等学校（2005 セラミック科廃止）  

1904　丸柱村立陶器徒弟学校
1905　廃校

 （1895　信楽簡易工業学校設置規則（案）） 
1906　信楽実業補習学校

1899　京都市陶磁器試験所、伝習生の育成開始  
1903　京都市立陶磁器試験場となる  
1911　京都市立陶磁器試験場附属伝習所  
1920　閉鎖、京都市陶磁器講習所となる  
1925　京都市立第二工業学校が講習所の建物を分教場とし、
　　　　陶器科創設

1921　大阪市立泉尾工業学校（創設）窯業科（設置） 
現 大阪府立泉尾工業高等学校セラミック科 

  

1897　津名郡立陶器学校
1903　廃校

   －      製陶伝習所  
   －      製陶試験場となる 

   －      伊部陶器補習学校

1915　砥部村立砥部工業徒弟学校  
1922　砥部村立砥部工業学校  
1929　廃校（県立工業試験場砥部分場となる） 

1895　有田徒弟学校  
1900　佐賀県立工業学校有田分校  
1903　佐賀県立有田工業学校  
現 佐賀県立有田工業高等学校セラミック科

1899　三川内陶磁器意匠伝習所  
1906　折尾瀬村立工業補習学校  
1917　折尾瀬村立陶磁器徒弟養成所（伝習所、補習学校合併）

1902　上波佐見陶磁器意匠伝習所（中尾地区）
1929　村立となる 

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

島根

岡山

山口

愛媛

佐賀

長崎

熊本

鹿児島

三重県四日市町 1 校
　外同郡海蔵村及朝明郡小    
　向村桑野町ニアリ 

甲賀郡長野村 1 校
　及附近

京都市・染色学校 1 校

明石郡明石町 1 校

島根郡西川津村 1 校
　外意宇町湯町村ニアリ

和気郡伊部村 1 校

阿武郡萩町 1 校

下浮穴郡砥部村 1 校
　原町村等ヲ併ス

西松浦郡有田町 1 校
　新村曲川村大山村其他　
　附近各村 

東彼杵郡折尾瀬村 1 校
　上下波佐見村ヲ併ス 

八代郡高田村 1 校

日置郡下伊集院村 1 校
　苗代川

陶器 万古焼

陶器 信楽焼

織物、染業、陶器

陶器 明石焼、舞子焼

陶器 出雲焼

陶器 伊部焼

陶器 萩焼

陶器 砥部焼

陶器 伊万里焼

陶器 平戸焼

陶器 八代焼

陶器 薩摩焼 

職工  777
産額  29,743

（全県合計）

産額  20,684

陶器職工  850
産額  193,913

職工  748
産額  65,576

職工  512
産額  31,035

職工  51
産額  3,222 

職工  562
産額  38,800

職工  307
産額  57,775

職工  2,290
産額  205,000

（26 年）

職工  831
産額  61,871

職工  147
産額  12,798

職工  45
産額  25,180
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に選定されながら設置には至らなかった地域が複数みら

れる（ただし、現状で確認できていないものが存在する可

能性もある）ことである。それらは、名古屋市のように大

規模で他に代替可能な産地が近くに存在した場合と、小

規模な産地で設立にまで漕ぎ付けられなかった地域とみ

てよい。また、横浜市のように明治 34 年 (1901)の段階で、

将来の展望として窯業科の設置が盛り込まれたものの 9、

実際のところ同 45 年（1912）に創立した神奈川県立工業

学校は、機械科、建築科のみで開校し、その後も含めて

窯業科は設けられなかったという事例もみられる。横浜に

は貿易港があり、陶磁器製造の最終工程となる絵付業が

非常に盛んだったため、当初は俎上に載せたとみられる。

ただし、明治後期になるとこれらの業種は名古屋地域が

隆盛して相対的に劣勢となり、大正 12 年 (1923) の関東

大震災で壊滅的な被害を受けた。よって、このような状況

を反映し、結果的に窯業科の設置には至らなかったと考

えるのが妥当だろう。

　補習学校や徒弟学校ではなく、伝習所等として設立さ

せた地域も複数みられる。小規模な産地においては、国

庫補助と引き換えに各種の条件を整備することで、足かせ

となることを避けようとした結果とも想像される。また、栃

木の益子や兵庫の明石のように、理由は定かでないが、

同県内の予定地とは別の地区に陶磁器に関する徒弟学校

が設置された例もみられる。逆に、予定地として選定され

ることはなかったものの、陶器学校等が設置された地域も

あるなど入り組んだ様相を呈しているが、現状では情報が

乏しく不明な点が多い。なお、大阪市立泉尾工業学校窯

業科については、ガラス、琺瑯、セメント、石膏、テラコッタ、

タイル、レンガ、陶磁器等についての科目 10 があるように、

他の伝統的な陶磁器産地における学校等の創設とは一線

を画し、時代に即した窯業教育を実践すべく大正時代に

なって設立された。よって、予定地として検討された段階

で取り上げられることはなかった。

４. 東京高等工業学校・窯業科の卒業生による実業

　 教育について

　全国の窯業地を中心として陶器学校等が設置されてい

くなかで、先述の法的な整備だけではなく、実際の学校

現場における充実、なかんずく専門的な教員の配置が重

要となってくる。これを担保すべく東京工業学校では、明

治 27 年 (1894) に附設工業教員養成所を開設した。同

校は、工業知識の実践的な技能を習得した指導者や現

場技術者の養成を目指し、明治 14 年 (1881) に東京職

工学校として蔵前に開校している。明治 23 年 (1890) に

東京工業学校、同 34 年 (1901) 東京高等工業学校、昭

和 4 年 (1929) 東京工業大学へと改組・昇格するが、以

下においては便宜上、いずれの時期であっても東京高等

工業学校と表した。また、附設工業教員養成所は工業教

育の指導者養成に特化したものであり、二代学校長の手

島精一 (1850-1918) が初代所長を兼任した。

　ここでは、東京高等工業学校の本校（通常の課程のこ

と）、および同附設工業教員養成所それぞれの窯業科等

卒業生について、末尾の別表 1と別表 2 にまとめたもの

を用いつつ考察していく。これらの表は『東京高等工業

学校一覧』等 11 のなかで、卒業生の勤務先が具体的に

記されている明治 21 年 (1888) から昭和 6 年 (1931) ま

でを一覧にしたものである。別表 1 は、本校窯業科（窯

業科・窯業選科）の卒業生のうち、陶器学校等に勤務

経験のある卒業生 33 名を抜き出し、前述の期間におけ

る勤務先を年次別に掲げた。また別表 2 は、附設工業

教員養成所窯業科（窯業科、陶器速成科）の当該期間

におけるすべての卒業生 53 名について、同様にまとめた

ものである。

　まず、別表 1と別表 2 に掲載のある陶器学校等につい

てそれぞれ抜き出すと表 3 のようになり、本校と附設工業

教員養成所双方を比較すれば僅かながら相違はあるもの

の、おおむね共通している。よってこの内容に限れば、教

員の養成について附設工業教員養成所が主導していた
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ように映らないが、子細に確認すると異なる側面もみえて

くる。その一つに、明治 27 年（1894）の実業教育費国

庫補助法の施行にあたり、全国的に陶器学校等が一斉に

開校していくなかで、設置されて間もない附設工業教員養

成所のみでは対応しきれなかった様子が窺える。例えば、

明治 29 年 (1896) 時点で附設工業教員養成所の卒業生

は陶器速成科を修了した 2 名のみであり、いずれも教員

になっていない。一方、本校の卒業生はこの時点で 28

名おり、そのうち 4 名が各地の陶器学校等で教鞭を執る

ことによって、それを補完していた様子が見て取れる。なお、

この 4 名のうち多治見実業補習学校（多治見工業補習

学校と呼ばれた）の飛鳥井孝太郎 (1867-1927)、瀬戸

陶器学校の北村弥一郎 (1868-1926)ら、のちに陶磁器

業界の重鎮となる人物も含まれていることは大変に興味深

い。

　その後、附設工業教員養成所が軌道に乗りだしても、

毎年複数名の本校卒業生が陶器学校等に勤務する状況

は続く。ただし、卒業生の総数自体が増加していくなかで、

実数としては増えているが、割合的にみれば大きな伸び

を示すものではない。また附設工業教員養成所は、明治

30 年代中盤以降大きな増減なく推移しながら、本来の役

割を一定程度担っていた。

　続いて、これら2 つの別表を一体的にみながら考察して

いく。まず、表 2 の右欄にある実在した陶器学校等と表 3

とを突き合わせると、幾つかの陶器学校等に卒業生が赴

任していない状況がみられる。各校の規模や設置の時期、

設置主体やその性質等がまちまちであるため一概には言

えないが、受け入れがみられない陶器学校等は、もっぱ

ら比較的小規模で伝習所のような地域色の強いところが

多い。こうした学校等では基本的に地元の適任者やその

地域が主導して招聘した人物によって運営されていた。関

連して、例えば三川内陶磁器意匠伝習所では、「他校の

夏休み期間を利用し、東京美術学校助教授の島田佳実、

有田工業学校教諭の徳見知敬を招いて、新しい意匠考案

を学習させました」12 とあるように、当該地域のみで対処

できない内容を補いながら運営していた事例も報告されて

いる。

　これらと対極にある、複数の東京高等工業学校の卒業

生を教師に受け入れていた土岐郡立陶器工業学校（時

期によって校名が変更されているが、特に年代の特定が

本校（別表 1）関係

福島県立工業学校

石川県立工業学校

多治見実業補習学校

岐阜県多治見工業学校

愛知県立窯業学校

愛知県常滑陶器学校

京都市立第二工業学校

大阪市立泉尾工業学校

津名郡立陶器学校

佐賀県立有田工業学校

表 3 東京高等工業学校卒業生の陶器学校等への赴任状況

附設工業教員養成所（別表 2）関係

福島県立工業学校

大山田村工業補習学校

石川県立工業学校

岐阜県多治見工業学校

愛知県立窯業学校

愛知県常滑陶器学校

丸柱村立陶器徒弟学校

京都市陶磁器講習所（京都市立第二工業学校）

大阪市立泉尾工業学校

津名郡立陶器学校

佐賀県立有田工業学校

※ 校名が変更となっている場合、別表中で最終年に記されている名称を記載した。
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ない限り、便宜上、同校名を以下に用いる）を取り上げ、

教師の構成などについてみていきたい。表 4 は、学校史 13

に掲載された明治 42 年 (1909 ) 頃のものであり、別表 1、

2 において黒田政策、太田実の名も見いだせる。黒田は

兵庫県出身で、明治 33 年 (1900) に附設工業教員養成

所窯業科を卒業し、佐賀県立工業学校有田分校、兵庫

県立神戸中学校を経て、同 36 年 (1903)11 月より同 44

年 (1911) まで土岐郡立陶器学校（土岐郡立陶器工業

学校）校長を務め、その後は愛知県立陶器学校に異動し

ている。もう一人の太田は東京府出身で明治 35 年 (1902)

本校窯業科を卒業し、横須賀海軍鎮守府建築課を経た

のち、明治 39 年 (1906) 頃より6 年ほど同校に勤務した。

その後は、東京・深川の鈴木セメント、台湾総督府工業

講習所、石川県立工業学校等にも赴任している。

　そして、この表の分担学科の欄に注目すると、校長であ

る黒田は教諭も兼ねて修身と簿記を担当、太田は窯業技

術以外に英語や物理、化学も教えている。こうした専門

以外の分野を教授することは少なからずあり、実際に窯業

科を卒業しても陶器学校等以外に勤務している例が多数

あることからも理解できる。いずれにせよ、東京高等工業

学校の卒業生が同校の運営に重要な役割を果たしていた

ことは論を俟たない。この 2 人以外の教師にも着目する

と、模型彫刻や用器画などの陶磁器に対する成形や絵付

け、そして図案などの授業があり、加えて工業学校に必

須の一般的な科目もみられ、それぞれの担当が確認でき

る。こうした内容を踏まえると、窯業教育は工業系と美術

系が車の両輪のような存在となって展開され、美術系の

領域には工部美術学校や東京美術学校（現東京藝術大

学）の卒業生、さらには地方の工業学校の卒業生も関わっ

ていたことがわかる。

　ここからは、別表 2 の附設工業教員養成所の卒業生に

絞って論じる。同養成所の生徒は、毎月学資金を国庫よ

り支給される代わりに、在学年数に 1 年を加算した期間、

教職に従事することが義務付けられていた。よって、最

低でも窯業科の卒業生は 4 年、速成科は 2 年ないしは

3 年間、教職に就かなければならない。にもかかわらず、

別表中の養成所における卒業生の動向をみていくと、陶

器学校等以外の勤務が相当数を占めていることがわかる。

例えば、軌道に乗り始めた明治 37-38 年をみると、窯業

科の卒業生は 19 名中 6 名 ( 約 32％) が地方の陶器学

校等に勤め、東京、大阪の高等工業学校は 2 名 (11％)、

師範学校等工業学校以外は 6 名 (32％)となっている。

氏名

黒田正策

中村径太郎

太田実

岩井昌三

吉田祥三

村田穣

大野宏

伊東美一

楓覚太郎

石原富一

表 4 土岐郡立陶器工業学校の教師陣

分担学科

修身・簿記

模型彫刻・西洋画

英語・物理・化学・燃築・製陶法・分析

図案・自在画

模型実習

陶画実習・用器画

国語・算術・地理・歴史

幾何・代数・英語校

体操

資格

（東京高等工業学校）工業教員養成所卒

旧工部美術学校卒

東京高等工業学校卒

東京美術学校卒

東京美術学校卒

石川県立工業学校卒

岐阜県立師範学校卒

東濃中学校卒

専任兼任別

校長兼教諭

教諭兼舎監

教諭

教諭

助教諭

助教諭

助教諭

助教諭兼書記

書記兼舎監
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比較のため同年の建築科の卒業生をみると、67 名中 33

名 ( 約 49％) が地方の工業学校等、東京高等工業学校

は 4 名 ( 6％)、師範学校等工業学校以外は 8 名(12％)

である。卒業生の総数自体に多寡があるため単純な比較

には慎重さを期さねばならないが、専門性を生かすこと

のできる学校への赴任の割合は、窯業科のほうが少なく、

それに連動してか師範学校等の割合が高い。要するに建

築科は窯業科と異なり、卒業生は全国の主要都市に設置

された工業学校等が異動の対象となり得るため、こうした

差を生む要因となっている。

　窯業科の卒業生は、必然的に試験研究機関や窯業以

外の学校、そして民間の窯業に関わる事業所などでの勤

務が多く見受けられる。具体的にみていくと、試験場では、

東京工業試験所、京都市立陶磁器試験場、大阪工業試

験場、石川県工業試験場、佐賀県第一窯業試験場、布

志名陶磁器試験所などの主要な機関、さらには大連の南

満州鉄道中央試験所や朝鮮総督府中央試験所もみられ

る。陶器学校等以外には、その他の工業学校や商業学校、

中学校など広範に及ぶ。遠くは、京城工業専門学校、農

工商部北京工業学堂、湖南省醴陵磁業学堂のように朝

鮮や中国の陶磁器関連も含む工業学校等へも赴任してい

る。民間の事業所も多岐にわたり、香蘭社、日本陶器、

名古屋製陶所、佐治タイル、松風工業、東洋陶器、淡

路製陶など、当時の主要なメーカーの存在が際立つ。ま

た、秩父セメント（現秩父太平洋セメント）や中央セメン

ト、東京ガラス工業、日本硝子、東洋硝子といった窯業

関連分野の事業所も数多い。そして、陶器学校等と試験

場、民間の工場などの横断的な異動も普通に実施されて

いたことが、今日とは大きく異なっている。

　視座を変えると、数年で異動を繰り返している人物と、

同一学校に長期にわたって勤務する人物の存在に気付く。

これに関する取り決めは分かりかねるが、以下、長期に

わたって土岐郡立陶器工業学校に勤務した井深 捨吉

(1875-1961) を例として取り上げることにする 14。

　井深は、明治 31 年 (1898) に附設工業教員養成所窯

業科を卒業し、同 34 年 (1901) 土岐郡立陶器学校に一

度目の着任となり、大正 6 年 (1917) に再度校長として異

動して 23 年ほどの長きにわたり勤めている。校長就任時

には隣接した岐阜県陶磁器試験場の場長も兼務し、双方

において大きな成果を残したことが知られている。いわば

美濃焼の人材育成と業界指導を一手に担っていたのであ

る。

　そして表 5 には、別表 2 だけでは分からない詳細な年

譜を記した。ここから、学校長や試験場長としての枠を超

え、地域の業界に関わるさまざまな役割をこなすとともに、

全国の窯業団体等に対しては、美濃の代表として向き合っ

ていたことが読み取れる。戦時下の特殊な時期を含むな

かではあるが、学校という組織の長としてだけではなく、

産地内外の様々な調整や問題解決などを手広くおこなっ

ていたのである。このように、有能な人物であればなおの

こと地域にとって不可欠の存在となり、引き留めようとする

動きが働いたと想像される。

　以上より、附設工業教員養成所の窯業科・陶器速成

科においては、指導者養成に特化していたとまでは言い切

れない状況にあり、結果として卒業生の勤務先も多岐に

わたっていた。そうしたなか、一部ではあるが窯業教育に

長く携わる人物もみられ、学校の枠を超えて当該地域の

振興などに尽力していたのである。

５. おわりに

　これまで、幾度かにわたり岐阜県立多治見工業高等学

校の戦前における動向について報告してきた。そのなかで、

校長や一部の教員が、全国的な規模で異動していること

に着目し、このような実態を俯瞰しつつ、何らかの傾向に

ついて把握できないかと考えたのが、本稿執筆の直接的

なきっかけである。むろん、複層的な様相を示すため、ま

ずは東京高等工業学校附設工業教員養成所窯業科の

卒業生を中心とし、実業教育研究の領域を意識しながら
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表 5　井深捨吉年譜

年月

明治  8 年 (1875) 
明治 30 年 (1897)

明治 31 年 (1898)
明治 34 年 (1901) 
明治 38 年 (1905) 
明治 40 年 (1907) 
明治 42 年 (1909) 
明治 43 年 (1910) 

大正  2 年 (1913) 
大正 6 年 (1917) 
　　 　
　
大正   7 年 (1918) 
大正 13 年 (1924) 
大正 14 年 (1925) 

大正 15 年 (1926)
昭和  3 年 (1928) 
昭和  4 年 (1929) 
昭和  6 年 (1931) 
昭和  7 年 (1932) 
昭和 10 年 (1935) 

昭和 12 年 (1937) 

昭和 13 年 (1938)
昭和 14 年 (1939)

昭和 15 年 (1940) 

　

昭和 16 年 (1941) 
　

　
　

昭和 17 年 (1942) 

昭和 18 年 (1943) 

昭和 19 年 (1944)
昭和 21 年 (1946)

 8 月
3 月

 9 月
7 月
5 月
9 月

12 月
4 月
7 月

 12 月
11 月

1 月
 4 月
 6 月
8 月
 5 月
4 月
7 月
 4 月

 10 月
5 月
9 月
 4 月
12 月
 12 月
 2 月
11 月
 3 月
7 月

11 月
3 月

9 月

11 月
 4 月
5 月

11 月
5 月
8 月

12 月
3 月
 2 月

事暦

岐阜県大垣に生まれる
岐阜県尋常師範学校本科を卒業。岐阜県管内小学校本科正教員の免許を受け、土岐郡多治見尋常高等小学校の
訓導として着任
休職を命ぜられ、東京工業学校附設教員養成所窯業本科へ入学
岐阜県土岐郡立陶器学校教諭として着任す
病気のため休職を命ぜられ、同年 7 月願に依り退職を命ぜられる
静岡県清水港東海セメント株式会社に就職
鉄道院雇となり鉄道調査所勤務を命ぜられる
鉄道院鉄道試験所勤務を命ぜらる
鉄道員技手となり、九州鉄道管理局勤務を命ぜらる
総裁官房研究所主任附となり、門司在勤を命ぜらる
岐阜県技師に任ぜられ高等官八等に叙せらる。岐阜県工業技師となる
岐阜県土岐郡立陶器工業学校長兼同校教諭に任ぜらる
岐阜県内務部産業課勤務を命ぜられ当分陶器工業学校内において執務す
兼職を免ぜられ公立実業学校長、公立実業学校教諭を兼任す
岐阜県陶磁器試験場長を命ぜらる
第 3 回全国窯業品共進会審査委員を委嘱さる
明治天皇御巡幸多治見聖蹟保存会顧問となる
多治見商工会特別会員となる
大礼記念国産振興博覧会審査委員を委嘱さる
岐阜県原料調査委員を嘱託す
土岐郡教育会長となる
社会教育委員を嘱託す
日本陶磁器工業組合連合会主催陶磁器展覧会審査員を委嘱さる
陶磁器業統制審議会委員を命ぜらる
名古屋市主催名古屋汎太平洋平和博覧会審査官を命ぜらる
岐阜県工芸協会陶磁器部顧問となる
岐阜県地方工業化委員会委員を命ぜらる
岐阜県輸出品工業振興調査委員会委員を命ぜらる
多治見商工会顧問となる
願に依り兼職（多治見工業学校長）免ぜられる
日陶連審議会顧問となる
岐工連格付委員会参与となる
日陶連中央格付委員を委嘱さる
日陶連技術保存委員を委嘱さる
多治見上絵付産業報国会顧問となる
岐陶工連考案権審査委員を委嘱さる
加工組合考案権審査委員を委嘱さる
日本陶磁器工業協議会統制額審査委員を委嘱さる
日陶連格付委員会委員を委嘱さる
日陶連陶磁器規格委員を委嘱さる
日陶連考案権審査委員を委嘱さる
勅命により地方技師となる
新興陶磁器配給統制会社指定代用品指導員となる
日陶連時局産業転換審査会委員を委嘱さる
新興陶磁器工業協会技術指導委員を委嘱さる
戦時研究員を命ぜらる
願に依り本官（陶磁器試験場長）を免ぜられる
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大まかな流れを掴んでいくこととした。

　この実業教育に関する研究はすでに充実しており、冒

頭に記したとおり陶磁器分野への言及もある。そこでは歴

史的変遷、制度的な問題などが論じられる一方で、人物

について取り上げられることは少なく、登場してもこうした

制度の立案に関わったような著名人くらいである。よって、

現場の教員などが取り上げられることは極めて稀と言わざ

るを得ない。一方、陶磁史の視点を踏まえると、むしろ

現場で直接生徒に接していた人物こそ注視していかなけれ

ば実像は見えてこない。

　以前、『納富介次郎と四つの工芸・工業学校』という

優れた着眼点をもつ展覧会 15 が開催された。納富介次

郎 (1844-1918)は、明治 6 年 (1873)に開催されたウィー

ン万国博覧会の際に伝習生として海を渡り、帰国後に西

洋の製陶技法を広め、さらには工芸の改良に取り組んだ

ことで知られる。そしてこの 4 つの学校とは、現在の石川

県立工業高等学校、富山県立高岡工芸高等学校、香川

県立高松工芸高等学校、佐賀県立有田工業高等学校の

ことである。彼はこれらの学校を創立し、校長を務めた人

物でもあり、その関連を抜きにして各学校の歴史を語るこ

となどできない。極めて象徴的な例といえるが、今回につ

いては、このように現場で活躍した人物についての関連性

も織り交ぜながら、従前の実業教育研究における客観的

な姿勢を意識しつつ論じられるよう試みた次第である。

　最後に、この執筆にあたり、茨城県陶芸美術館の飯田

将吾氏、備前市美術館準備室の塙真理子氏にご教示い

ただいた。この場を借りて感謝の意を表する。

　　　（たちばな・あきら 岐阜県現代陶芸美術館学芸員）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

註  
「高等学校学科別生徒数・学校数」（文部科学省） 
[https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/shinkou/genjyo/
021201.htm]（閲覧日 2025 年 2 月 9 日） 

『セラミック工業』実業出版株式会社、2023 年、まえがき

豊田俊雄編著『わが国産業化と実業教育』国際連合大学、
1984 年、pp.35-37

内田糺『明治期学制改革の研究－井上毅文相期を中心と
して－』内田糺、1968 年、p.423

『徒弟学校の研究』職業訓練大学校調査研究部、1972 年、
pp.27-28

前掲 5、pp.29-30

大澤猛熊他「福島縣下陶磁器視察報告」『大日本窯業協会
雑誌』11 巻 121 号、1902 年、p.17

前掲 4、pp.425-431 および各学校史などをもとに編集

「工業学校設立への動き」（二渓会（県立神奈川工業高等学
校同窓会））[https://kanakoh.jp/kinenshi/100th-1/]( 閲覧
日 2025 年 2 月 9 日 )

『日本窯業大観 創立満四十年記念出版』社団法人大日本窯
業協会、1933 年、p.328

『東京工業学校一覧』『東京高等工業学校一覧』『東京工業
大学一覧』東京工業学校／東京高等工業学校／東京工業大
学、1890-1931

「みかわち焼の歴史」（三川内陶磁器工業協同組合）
[https://www.mikawachiware.or.jp/learn/history/]

（閲覧日 2025 年 2 月 9 日）

『八十年誌』岐阜県立多治見工業高等学校創立 80 周年記
念実行委員会、1977 年、p.46

『井深捨吉業績 美濃焼とともに』井深捨吉業績刊行会、
1960 年、pp.158-164

同展覧会図録は、『納富介次郎と四つの工芸・工業学校』佐
賀県立美術館、高岡美術館編、2000 年
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別表 1　本校卒業生勤務先
No. 氏  名 出  身 卒  業  年 学  科 M21-23 M23-24 M24-25 M25-26 M26-27 M27-28

1 太田能壽 東 京 明治19年9月卒業 窯業科 （空欄 / 記載なし） 農商務省商工局 未定 未定 自營 福島縣廰

2 小泉角五郎 長 野 明治22年9月卒業 窯業科 志願兵 海軍造兵廠 海軍造兵廠 海軍造兵廠 海軍造兵廠

3 北村彌一郎 石 川 明治23 年7月卒業 窯業科 志願兵 志願兵
農商務省地質
調査所

千葉縣尋常師範
學校

兵役

4 飛鳥井孝太郎 石 川 明治23 年7月卒業 窯業科 専攻科修行
京都ハリス理化
學校

京都ハリス理化
學校

京都ハリス理化
學校

自營

5 黑田政憲 福 岡 明治24 年7月卒業 窯業科 未定 横濱衛生試驗所 横濱衛生試驗所
北海道セメント
株式會社

6 金森淸之助 東 京 明治24 年7月卒業 窯業科 未定 自營 海軍造兵廠 海軍造兵廠

7 梅田音五郎 福 岡 明治26 年7月卒業 窯業科 志願兵 兵役

8 柏村善八 福 島 明治27 年7月卒業 窯業科 專収科

9 梁瀨眞壽 福 島 明治29 年7月卒業 窯業科

10 久住久 東 京 明治34 年7月卒業 窯業科

11 太田實 東 京 明治35 年7月卒業 窯業科

12 福地秀雄 長 崎 明治36 年7月卒業 窯業科

13 大谷謙一 佐 賀 明治37年7月卒業 窯業科

14 平野六郎 愛 知 明治37年7月修了
窯業科
選科

15 藤木保道 東 京 明治39年7月卒業 窯業科

16 永塚樂治 茨 城 明治40年7月卒業 窯業科

17 安藤（和田）清 岐 阜 明治45年7月卒業 窯業科

18 吉原捨蔵 茨 城 大正  2 年 7月卒業 窯業科

19 船木長造 島 根 大正  2 年 7月卒業 窯業科

20 澁川五郎 長 崎 大正  2 年 7月卒業 窯業科

21 坪内健次 京 都 大正  4 年 7月卒業 窯業科

22 中根俊雄 新 潟 大正  5 年 7月卒業 窯業科

23 秋月透 長 崎 大正  5 年 7月卒業 窯業科

24 城島守人 佐 賀 大正  5 年 7月卒業 窯業科

25 高野忠 山 形 大正  9 年 3月卒業 窯業科

26 後閑文之助 群 馬 大正10年 3月卒業 窯業科

27 岡本 (服部) 權次郎 新 潟 大正11年 3月卒業 窯業科

28 小川新一郎 京 都 大正11年 3月卒業 窯業科

29 古川又三 三 重 大正14年 3月卒業 窯業科

30 坂田正 新 潟 大正14年 3月卒業 窯業科

31 澤村滋郎 福 島 大正15年 3月卒業 窯業科

32 木下清 佐 賀 大正15年 3月卒業 窯業科

33 辻常喜 佐 賀 昭和 5 年 3 月卒業 窯業科
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M28-29 M29-30 M30-31 M31-32 M32-33 M33-34 M34-35 M35-36

福島縣廰 東京工業學校 東京工業學校 東京工業學校 東京工業學校 東京工業學校 東京高等工業學校 静岡漆器徒弟學校

呉鎮守府 東京工業學校 東京工業學校 農商務省 東京工業學校 東京工業學校 石川縣立工業學校 石川縣立工業學校

瀬戸陶器學校 愛知縣瀬戸陶器學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 在歐洲（農商務省實
業練習生）

在歐洲（農商務省
實業練習生）

多治見實業補修學校 森村組（獨國留學） （在佛國）森村組 森村組 森村組 森村組（名古屋） 森村組（名古屋） 森村組（名古屋）

農商務省地質調査所 農商務省地質調査所 津名陶器學校 津名陶器學校 津名郡陶器學校 瀬戸陶器學校 瀬戸陶器學校 瀬戸陶器學校

海軍造兵廠 滋賀縣信楽陶器組合 瀬戸陶器學校 瀬戸陶器學校 瀬戸陶器學校 自營（東京） 日本煉炭會社（長崎） 日本煉炭會社（長崎）

有田徒弟學校 佐賀縣有田徒弟學校 未詳 大坂工業學校 大坂工業學校 大坂工業學校 大阪高等工業學校 大阪高等工業學校

福島縣本郷窯業徒弟
學校

福島縣本郷窯業徒弟
學校 自營 自營 自營 自營（福島） 自營（福島縣大沼郡

本郷村）
自營（福島縣大沼郡
本郷村）

兵役 兵役 自營 自營 本郷窯業徒弟學校
（福島縣）

本郷窯業徒弟學校
（福島縣）

本 郷 窯 業 徒 弟 學 校
（福島縣）

農商務省工業試驗所 農商務省工業試驗所

横須賀海軍鎮守府
建築課
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No. 氏  名 M36-37 M37-38 M38-39 M39-40 M40 -41 M41-42

1 太田能壽 静岡漆器徒弟學校 石川縣立工業學校 石川縣立工業學校 自營（牛込天神町八二） 自營（牛込天神町八二） 自營（牛込天神町八二）

2 小泉角五郎 石川縣立工業學校 石川縣立工業學校 石川縣立工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校

3 北村彌一郎 在歐洲（農商務省
實業練習生） 兵役（出征） 兵役（出征） 工業試驗所

（深川越中島）
工業試驗所

（深川越中島）
工業試驗所

（深川越中島）

4 飛鳥井孝太郎 歐米出張（森村組） 森村組
（名古屋市撞木町） 愛知縣廰 日本陶器

（愛知縣愛知郡鷹場）
日本陶器

（愛知縣愛知郡鷹場）
日本陶器

（愛知縣愛知郡鷹場）

5 黑田政憲 瀬戸陶器學校 郡立瀬戸陶器學校
（愛知縣）

郡立瀬戸陶器學校
（愛知縣）

瀬戸陶器學校
（愛知縣）

瀬戸陶器學校
（愛知縣）

瀬戸陶器學校
（愛知縣）

6 金森淸之助 日本煉炭會社（長崎） 日本練炭會社（長崎） 三井九州炭礦部焦煤工場
（筑前大牟田町）

三井九州炭礦部焦煤工場
（筑前大牟田）

三井九州炭礦部焦煤工場
（筑前大牟田）

三井九州炭礦部焦煤工場
（福岡縣大牟田）

7 梅田音五郎 品川白煉瓦製造會社
大阪分工場

出征（品川白煉瓦製造
會社大阪分工場）

出征（品川白煉瓦製造所
大阪分工場）

品川白煉瓦製造所大阪分
工場（南區木津三島）

品川白煉瓦製造所大阪分
工場（木津三島）

品川白煉瓦會社大阪分
工場（木津三島）

8 柏村善八 自營
（福島縣大沼郡本郷村）

自營
（福島縣大沼郡本郷村）

自營
（福島縣大沼郡本郷村） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷）

9 梁瀨眞壽 本郷窯業徒弟學校
（福島縣）

本郷窯業徒弟學校
（福島縣）

本郷窯業徒弟學校
（福島縣） 福島縣工業學校 福島縣工業學校 自營

（福島縣大沼郡本郷）

10 久住久 農商務省工業試驗所 農商務省工業試驗所 工業試驗所
（東京深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
( 深川越中島 )

11 太田實 横須賀海軍鎮守府
建築課

横須賀海軍鎮守府
建築課

横須賀海軍鎮守府
建築課

陶器學校
（岐阜縣土岐津）

陶器學校
（岐阜縣土岐郡）

陶器學校
（岐阜縣土岐郡）

12 福地秀雄 佐賀縣立有田工業學校 佐賀縣立有田工業學校 佐賀縣立有田工業學校 有田工業學校 北京藝徒學堂 北京藝徒學堂

13 大谷謙一 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 有田工業學校 有田工業學校

14 平野六郎 常滑町立陶器學校
（愛知縣）

常滑町立陶器學校
（愛知縣）

常滑陶器學校
（愛知縣）

常滑陶器學校
（愛知縣）

常滑陶器學校
（愛知縣）

15 藤木保道 陶器學校（美濃土岐津） 神戸臨時築港部 大藏省臨時建築部
神戸支部

16 永塚樂治 日本煉瓦
（埼玉大里郡大寄） 兵役

17 安藤（和田）清

18 吉原捨蔵

19 船木長造

20 澁川五郎

21 坪内健次

22 中根俊雄

23 秋月透

24 城島守人

25 高野忠

26 後閑文之助

27 岡本 (服部) 權次郎

28 小川新一郎

29 古川又三

30 坂田正

31 澤村滋郎

32 木下清

33 辻常喜
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M42-43 M43-44 M44- T1 T1-2 T2-3 T3-4 T4-5 T5-6
自營

（牛込天神町八二）
自營

（牛込天神町八二）
自營

（牛込天神町八二）
自營

（牛込天神町八二）
自營

（牛込天神町八二）
自營

（牛込天神町八二）
自營

（牛込天神町八二）
自營

（東京牛込區天神町）

石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 愛知縣廰 愛知縣廰 愛知縣廰

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島） 工業試驗所

日本陶器
（愛知縣愛知郡鷹場）

自營（名古屋南久屋
町三ノ八〇）

帝國製陶會社
（名古屋） 名古屋製陶（名古屋） 名古屋製陶（名古屋） 名古屋製陶（名古屋） 名古屋製陶（名古屋） 名古屋製陶

成 都 中 等 工 業 學 堂
（清國四川省）

成 都 中 等 工 業 學 堂
（清國四川省） 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校

三井九州炭礦部焦煤
工場（福岡縣大牟田）

三井九州炭礦部焦煤
工場（福岡縣大牟田）

三井九州炭礦部焦煤
工場（福岡縣大牟田）

三井九州炭礦部焦煤
工場（福岡縣大牟田）

三井瓦斯發電所（福
岡縣田川郡伊田驛）

三井板谷鑛山（山形縣
南置賜郡山上村板谷）

三井板谷鑛山（山形縣
南置賜郡山上村板谷）

三井荒雄獄礦山事務所
（宮城縣）

品川白煉瓦會社大阪分
工場（木津三島）

品川白煉瓦會社大阪分
工場（木津三島）

品川白煉瓦會社大阪分
工場（木津三島）

品川白煉瓦大阪支店
（木津三島） 品川白煉瓦（北品川） 品川白煉瓦（北品川） 品川白煉瓦（北品川） 品川白煉瓦（東京府）

自營
（福島大沼郡本郷） － － － － － － －

自營
（福島縣大沼郡本郷） － － － － － － －

工業試驗所
( 深川越中島 )

工業試驗所
( 深川區越中島 )

工業試驗所
( 深川區越中島 )

工業試驗所
( 深川區越中島 )

工業試驗所
( 深川越中島 )

工業試驗所
( 深川越中島 )

工業試驗所
( 深川越中島 ) 東京鋼管（神奈川縣 )

陶器學校
（岐阜縣土岐郡）

岐阜縣土岐郡陶器
學校

岐阜縣土岐郡陶器
學校

鈴木セメント
（深川猿江町）

鈴木セメント
（深川猿江町）

鈴木セメント
（深川猿江町）

鈴木セメント
（深川猿江町）

臺湾總督府工業
講習所

北京藝徒學堂 陝西工業學堂
（清國陝西省三原縣）

陝西工業學堂
（清國陝西省三原縣）

自營（長崎市八阪町
祇園下中村方）

支那陝西省西安府
西北大學

支那陝西省西安府
西北大學 自營（長崎市） 自營（長崎市）

－ － － － － － － －

常滑陶器學校
（愛知縣） 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校

大藏省臨時建築部
神戸支部

大藏省臨時建築部
神戸支部

大藏省臨時建築部
神戸支部

大藏省臨時建築部
神戸支部

大藏省臨時建築部
神戸支部

大藏省臨時建築部
神戸支部

大藏大臣官房臨時
建築課神戸支部

大藏大臣官房臨時
建築課神戸支部

日本煉瓦製造
( 埼玉大里郡大寄）

日本煉瓦製造
( 埼玉縣大里郡大寄） 茨城縣立工業學校 茨城縣工業學校 茨城縣工業學校 朝鮮京城府麻浦官

營煉瓦工場
朝鮮京城府麻浦官
營煉瓦工場

朝鮮京城府麻浦官
營煉瓦工場

地質調査所 名古屋歩兵第六聨隊
第十二中隊

工業試驗所
（深川區越中島）

工業試驗所
（深川區越中島）

多治見陶器學校
（岐阜縣）

日本陶器
（名古屋市外則武）

日本陶器
（名古屋市外則武）

日本陶器
（名古屋市外則武） 日本陶器（愛知縣）

自營（島根縣八束郡
布志名村）

自營（島根縣八束郡
布志名村）

自營（島根縣八束郡
布志名村）

自營（島根縣八束郡
布志名村）

横濱電氣工業
（平沼町）

横濱電氣工業
（平沼町） 大日本電線（巣鴨） 大日本電球（東京）

兵役 千種製陶所（名古屋 )

三池炭鉱（福岡縣）

佐賀縣有田工業學校

工業試驗所
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No. 氏  名 T6-7 T7-8 T8-9 T9-10 T10 -11 T11-12

1 太田能壽 自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町） （欠） 自營

（東京牛込天神町）
自營

（東京牛込區天神町）
自營

（東京牛込區天神町）

2 小泉角五郎 愛知縣工業試驗場 愛知縣工業試驗場 （欠） 愛知縣工業試驗場 愛知縣工業試驗場 愛知縣工業試驗場

3 北村彌一郎 松風陶器（京都） 松風工業（京都） （欠） 松風工業（京都） 松風工業（京都） 松風工業（京都）

4 飛鳥井孝太郎 名古屋製陶所 名古屋製陶所 （欠） 名古屋製陶所 名古屋製陶所 名古屋製陶所

5 黑田政憲 佐賀縣有田工業學校 － （欠） － － －

6 金森淸之助 三井荒雄獄鑛山事務所
（宮城縣）

三井荒雄獄鑛山事務所
（宮城縣） （欠） 日本製鋼所製鐵部

（北海道）
日本製鋼所製鑛部

（北海道）
日本製鋼所製鐵部

（北海道）

7 梅田音五郎 品川白煉瓦（東京府） 品川白煉瓦（東京） （欠） 品川白煉瓦（東京府） 品川白煉瓦（東京府） 品川白煉瓦（東京）

8 柏村善八 － － （欠） － － －

9 梁瀨眞壽 － － （欠） － － －

10 久住久 東京鋼管（神奈川縣 ) 三菱製鐵（朝鮮） （欠） 三菱製鐵（朝鮮） 三菱製鐵（朝鮮） 自營（朝鮮）

11 太田實 鈴木セメント（東京） 鈴木セメント（東京） （欠） 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校

12 福地秀雄 自營 有田製陶所（佐賀縣） 有田製陶所（佐賀縣） 有田製陶所（佐賀縣） 日華窯業（博山） 日華窯業（博山）

13 大谷謙一 － － － － － －

14 平野六郎 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校

15 藤木保道 大藏大臣官房臨時
建築課神戸支部

大藏大臣官房臨時
建築課神戸支部 佐賀縣廰 工業技術院有田出張所

（佐賀）
工業技術院有田出張所

（佐賀）
佐賀縣工業技術員有田
出張所

16 永塚樂治 東京煉瓦（東京府） 東京煉瓦（東京府） 東京煉瓦（東京府） 自營（瀧野川） 自營（東京市外瀧野川 ) 愛知縣窯業學校

17 安藤（和田）清 多治見陶器學校
（岐阜縣）

多治見陶器學校
（岐阜縣）

多治見陶器學校
（岐阜縣）

多治見陶器學校
（岐阜縣）

多治見陶器學校
（岐阜縣）

多治見陶器學校
（岐阜縣）

18 吉原捨蔵 日本陶器（愛知縣） 日本陶器（愛知縣） 日本陶器（愛知縣） 日本玩具（愛知縣） 日本玩具（愛知縣） 日本陶器（愛知縣）

19 船木長造 自營（島根縣八束郡布
志名村） 山口工業（愛知縣） 千種製陶（愛知縣） 上田陶料（名古屋） 上田陶料（名古屋） 日本陶器（名古屋）

20 澁川五郎 大日本電球（東京） 大日本電球（東京） 大日本電球（東京） 岩城硝子（東京） 岩城硝子（東京） 大阪市工業學校

21 坪内健次 千種製陶所（名古屋 ) 大阪窯業（堺） 錦光山製陶部（京都） 錦光山製陶所（京都） 錦光山製陶所（京都） 錦光山製陶所（京都）

22 中根俊雄 三池炭坑（福岡縣） 三菱亜鉛精煉所 九州耐火煉瓦名古屋工場 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 自營

23 秋月透 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 硬質陶器（朝鮮） 硬質陶器（朝鮮） 佐治製陶（愛知） 朝鮮總督府中央試驗所

24 城島守人 自營（佐賀縣有田） 若松商會（福岡縣） 若松商會（福岡縣） 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校

25 高野忠 京都陶磁器傳習所 京都陶磁器傳習所 京都陶磁器講習所

26 後閑文之助 愛知縣窯業學校 東北帝大在學

27 岡本 (服部) 權次郎 未定

28 小川新一郎 京都陶磁器講習所

29 古川又三

30 坂田正

31 澤村滋郎

32 木下清

33 辻常喜
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T12-13 T13-14 T14-15 T15-S2 S2-3 S3-4 S4-5 S5-6

（欠） 自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町）

自營
（東京牛込區天神町）

（欠） 愛知縣工業試驗場 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 自營（名古屋） 髙濱窯業研究所 髙濱窯業研究所

（欠） 松風工業（京都）
工學博士

松風工業（京都）
工學博士 － － － － －

（欠） 自營 自營（名古屋） 自營（名古屋） 自營（名古屋） － － －

（欠） － － － － － － －

（欠） 日本製鋼所（北海道） 日本製鋼所（北海道） 日本製鋼所（東京） 日本製鋼所（東京） 日本製鋼所（東京） 自營（東京） 釜石鑛業所（岩手縣）

（欠） 自營（東京） 自營（東京青山） 自營（東京青山） 葦津鑛業公司（東京） 葦津鑛業公司（東京） 葦津鑛業公司（東京） 葦津鑛業公司（東京）

（欠） － － － － － － －

（欠） － － － － － － －

( 欠） 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 第一窯業試驗所
（佐賀）

佐賀縣第一窯業試驗所
（有田）

（欠） 自營 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校

（欠） 自營利生元（青島 ) 自營（青島 ) 自營（青島 ) 自營（青島 ) 自營（青島 ) 自營（青島 ) 自營（青島 )

（欠） － － － － － － －

( 欠） 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校

（欠） 佐賀縣工業技術員
有田出張所

佐賀縣工業技術員
有田出張所

佐賀縣工業技術員
有田出張所

佐賀縣工業技術員
有田出張所 佐賀縣有田工業學校 自營（佐賀縣） 自營（神奈川縣）

（欠） 愛知縣窯業學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校

( 欠） 多治見陶器學校
（岐阜縣）

岐阜縣多治見工業
學校

岐阜縣多治見工業
學校

岐阜縣多治見工業
學校

岐阜縣多治見工業
學校

岐阜縣多治見工業
學校

岐阜縣多治見工業
學校

（欠） 日本陶器（愛知縣） 自營（茨城縣） 自營（茨城縣） 愛媛縣廰 愛媛縣廰 有田工業學校 有田工業學校

（欠） 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 福岡市窯業研究所 福岡市窯業研究所

（欠） 大阪市工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校

（欠） 錦光山製陶所（京都） 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校

（欠） 北海道廰工業試驗場 北海道廰工業試驗場 北海道廰工業試驗場 北海道廰工業試驗場 北海道廰工業試驗場
（札幌 ）

北海道廰工業驗驗場
（札幌）

北海道廰工業試驗場
（札幌）

（欠） 朝鮮總督府中央試驗所 朝鮮總督府中央試驗所 朝鮮總督府中央試驗所 滋賀縣窯業試驗場 滋賀縣窯業試驗場 滋賀縣窯業試驗場 滋賀縣窯業試驗場

（欠） 佐賀縣有田工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校
（若松） 京都市第二工業學校 京都市第一工業學校

分校
京都市第二工業學校
分校

京都市第二工業學校
分校

（欠） 京都陶磁器講習所 京都陶磁器講習所 京都陶磁器講習所 京都市工業研究所 京都市工業研究所 京都市工業研究所 京都市工業研究所

（欠） 東北大學 東京博物館 東京博物館 東京博物館 東京博物館 東京博物館 東京博物館

（欠） 自營 東京製壜 自營（佐賀縣） 自營（佐賀縣） 自營（佐賀縣） 有田工業學校 有田工業學校

（欠） 京都陶磁器講習所 京都陶磁器講習所 京都市立工業學校 京都陶磁器試驗所 京都陶磁器試驗所 京都陶磁器試驗所 陶磁器試驗所（京都）

大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 大阪陶業（大阪） 大阪陶業（大阪） 大阪陶業（大阪） 大阪陶業（大阪）

兵役 福島縣工業學校
（若松）

福島縣工業學校
（若松）

福島縣工業學校
（若松）

福島縣工業學校
（若松）

愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校 愛知縣常滑陶器學校

徳永硝子製造所 自營 自營 有田工業學校
（佐賀縣）

鹽町第二窯業試驗場
（佐賀縣）

有田工業學校
（佐賀縣）
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別表 2　附設工業教員養成所卒業生勤務先
No. 氏  名 出  身 卒  業  年 学  科 M28-29 M29-30 M30-31 M31-32 M32-33

1 今井八重助 滋 賀 明治 28年7月 卒業 速成科
1 年

自營 自營 自營 自營 自營

2 渡邊伊太郎 北海道 明治 28年7月 卒業 速成科
1 年

未定 未定 自營 秋田興業會社 秋田興業會社

3 松本兼一 佐 賀 明治 29年7月 卒業 速成科
2 年

自營 自營 自營 自營

4 熊澤治郎吉 岐 阜 明治 30年7月  卒業 窯業科 東京工業學校 岐阜縣陶磁器講習所 岐阜縣陶磁器講習所

5 横井惣太郎 愛 知 明治 30年 7月 卒業 窯業科 常滑工業補習學校 常滑工業補習學校 常滑工業補習學校

6 森勇三郎 京 都 明治 30 年7月  卒業 窯業科 京都市陶磁器試驗所 京都市陶磁器試驗所 京都市陶磁器試驗所

7 栗城信吾 福 島 明治 30 年7月 卒業 速成科
1 年

自營 自營 自營

8 加藤完一 三 重 明治 31年7月  卒業 窯業科 平清水陶磁器會社
（山形縣）

9 川副道夫 佐 賀 明治 31 年7月  卒業 窯業科 佐賀縣第一中學校

10 瀧田岩造 兵 庫 明治 31年7月  卒業 窯業科 東京工業學校

11 安田乙吉 石 川 明治 31年7月 卒業 窯業科 農商務省

12 高木淸治郎 山 梨 明治 31年7月  卒業 窯業科 大山田村工業補習學校
（栃木縣）

13 鮫島（林）齊示 鹿児島 明治 31年7月  卒業 速成科
2 年

自營

14 小川信定 佐 賀 明治 32 年7月  卒業 窯業科 北蒲原中學校

15 黑田政策 兵 庫 明治 33 年7月  卒業 窯業科

16 佐久間石太郎 千 葉 明治 33 年7月  卒業 窯業科

17 井深捨吉 岐 阜 明治 34 年7月  卒業 窯業科

18 小山恭太郎 神奈川 明治 34 年7月  卒業 窯業科

19 横山滿 福 井 明治 34 年7月  卒業 窯業科

20 島田彌市 佐 賀 明治 34 年7月  卒業 窯業科

21 芝田理八 徳 島 明治 39年3月 卒業 窯業科

22 竹澤裕 福 井 明治 40年3月 卒業 窯業科

23 塚田政雄 三 重 明治 42年3月 卒業 窯業科

24 鈴木四郎 福 島 明治 43年3月 卒業 窯業科

25 大須賀眞藏 福 島 明治 44年3月 卒業 窯業科

26 小林茂 愛 知 明治 44年3月 卒業 窯業科

27 田名部道雄 大 阪 明治 45年3月 卒業 窯業科

28 古内熊太郎 宮 城 大正　2 年3月 卒業 窯業科

29 押谷鐵三郎 滋 賀 大正　2 年3月 卒業 窯業科

30 西尾榮吉 岐 阜 大正　4 年 3月 卒業 窯業科

31 米谷忠次郎 兵 庫 大正　4 年3月 卒業 窯業科

32 那須惠 滋 賀 大正　4 年3月 卒業 窯業科

33 大村關智 福 井 大正　4 年3月 卒業 窯業科
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M33-34 M34-35 M35-36 M36-37 M37-38 M38 - 39 M39 -40

自營 自營（滋賀縣） 自營
（近江甲賀郡長野村）

自營
（近江甲賀郡長野村）

自營
（近江國甲賀郡長野村）

自營
（近江國甲賀郡長野村）

自營
（近江國甲賀郡長野村）

秋田興業會社 北海道セメント會社
（渡島） 北海道セメント會社 北海道セメント會社 北海道セメント會社

（渡島上磯郡）
鈴木セメント製造所

（東京深川猿江町）
鈴木セメント製造所

（東京深川猿江町）

自營 自營（佐賀縣） 自營 自營 自營 自營 自營

土岐郡陶器學校 土岐郡立陶器學校
（岐阜縣）

土岐郡陶器學校
（岐阜縣） 岐阜縣立岐阜中學校 岐阜縣立岐阜中學校 岐阜縣立岐阜中學校 工業試驗所

（深川越中島）

常滑陶器學校 常滑陶器學校（愛知縣） － － － － －

京都市陶磁器試驗所 京都市陶磁器試驗所 和歌山縣立徳義中學校 三重縣立第二中學校 三重縣立第二中學校 三重縣立第二中學校 宮城縣師範學校

自營 自營
（福島縣大沼郡本郷村）

自營
（岩代北會津郡川南村）

自營
（岩代北會津郡川南村） 福島縣立工業學校 福島縣立工業學校 福島縣工業學校

平清水陶磁器會社
（山形縣）

出雲陶器試驗所
（山形縣） 大阪高等工業學校 大阪高等工業學校 大阪高等工業學校 大阪高等工業學校 大阪高等工業學校

鹿児島縣造士館中學校 鹿児島縣第一中學校 奈良縣立奈良中學校 奈良縣立奈良中學校 奈良縣立奈良中學校 奈良縣立奈良中學校 奈良縣郡山中學校

東京工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 京都陶磁器試驗所
（五條坂）

津名郡陶器學校 津名郡陶器學校（淡路） 陶磁器試驗所
（京都五條坂）

陶磁器試驗所
（京都五條坂）

陶磁器試驗所
（京都五條坂） 清國湖南醴陵陶器學校 清國湖南省醴陵磁業

學堂

大山田村工業補習學校
（栃木縣）

大山田村工業補習學校
（栃木縣） 市立甲府商業學校 市立甲府商業學校 鹿児島市商業學校 鹿児島市商業學校 鹿児島市商業學校

自營 自營 自營（鹿児島） 愛知縣常滑陶器學校 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島）

福岡縣師範學校 佐賀縣立工業學校有田
分校

佐賀縣立工業學校有田
分校

佐賀縣立工業學校有田
分校

丸橋町陶器徒弟學校
（伊賀）

丸柱村立陶器徒弟學校
（伊賀） 自營

佐賀縣工業學校 佐賀縣立工業學校有田
分校 兵庫縣立神戸中學校 土岐郡立陶器學校

（岐阜縣）
土岐郡立陶器學校

（岐阜縣）
土岐郡立陶器學校

（岐阜縣）
土岐郡立陶器學校

（岐阜縣）

栃木縣第二中學校 栃木縣第二中學校 栃木縣立栃木中學校 千葉縣立佐倉中學校 千葉縣立佐倉中學校 千葉縣立佐倉中學校 千葉縣佐倉中學校

土岐郡立陶器學校
（岐阜縣）

土岐郡陶器學校
（岐阜縣）

岐阜縣土岐郡立陶器
學校

岐阜縣土岐郡立陶器學校
（岐阜縣） 土岐郡立陶器學校 自營

大山田村工業補習學校
（栃木縣）

津名郡立陶器學校
（淡路）

津名郡立陶器學校
（淡路）

津名郡立陶器學校
（淡路） 三重縣立商業學校 四日市商業學校

兵庫縣豐岡中學校 鳥取縣第二中學校 鳥取縣立第二中學校 鳥取縣第二中學校 鳥取縣立第二中學校 鳥取縣第二中學校

兵役 九州セメント會社
（福岡縣）

布志名陶磁器試驗所
（出雲）

布志名陶磁器試驗所
（出雲）

布志名陶磁器試驗所
（出雲）

日本煉炭會社長崎工場
（長崎縣土井ノ首）

東京高等工業學校
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No. 氏  名 M40 - 41 M41- 42 M42 - 43 M43 - 44 M44- T1 T1- 2

1 今井八重助 自營（近江甲賀郡長野） 自營（近江甲賀郡長野） 自營（近江甲賀郡長野） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村）

2 渡邊伊太郎 鈴木セメント製造所
（深川猿江町）

鈴木セメント製造所
（東京深川猿江町）

鈴木セメント製造所
（深川猿江町）

鈴木セメント製造所
（深川猿江町）

鈴木セメント製造所
（深川猿江町）

助川セメント
（茨城縣助川）

3 松本兼一 自營 自營 自營 自營 自營 自營

4 熊澤治郎吉 工業試驗所
（深川越中島）

工業試驗所
（深川越中島） 在歐洲（實業練習生） 在歐洲（實業練習生） 自營

（岐阜縣恵那郡苗木町）
工業試驗所

（深川區越中島）

5 横井惣太郎 － － － － － －

6 森勇三郎 工業傳習所
（京城東署梨花洞） 統監府工藝學校（京城） 統監府工藝學校（京城） 工業傳習所

（京城東署梨花洞）
工業傳習所

（京城東署梨花洞）
工業傳習所

（京城東署梨花洞）

7 栗城信吾 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷）

8 加藤完一 大阪高等工業學校 大阪高等工業學校 獨國留學（文部省） 獨國留學（文部省） 獨國留學（文部省） 大阪高等工業學校

9 川副道夫 奈良縣郡山中學校 奈良縣郡山中學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 熊本縣八代中學校

10 瀧田岩造 京都陶磁器試驗所
（五條坂）

京都陶磁器試驗所
（五條坂）

京都陶磁器試驗所
（五條坂）

京都陶磁器試驗所
（五條坂）

京都陶磁器試驗所
（五條坂）

京都陶磁器試驗所
（五條坂）

11 安田乙吉 清國湖南省醴陵磁業
學堂

清國湖南省醴陵磁業
學堂

清國湖南省醴陵磁業
學堂

自營（京都八坂鳥居前
下河原町四六三）

自營（京都市上京區東丸太
町熊野神社東一丁目南入）

自營（京都市上京區東丸太
町熊野神社東一丁目南入）

12 高木淸治郎 鹿児島市商業學校 鹿児島市商業學校 鹿児島市商業學校 四日市商業學校 福島縣立工業學校 福島縣工業學校

13 鮫島（林）齊示 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島）

14 小川信定 鹿児島中學校 － － － － －

15 黑田政策 土岐郡陶器學校
（岐阜縣）

土岐郡陶器學校
（岐阜縣）

土岐郡陶器學校
（岐阜縣）

岐阜縣土岐郡立陶器
學校 愛知縣立陶器學校 愛知縣陶器學校

16 佐久間石太郎 千葉縣佐倉中學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校 岐阜縣土岐郡立陶器
學校

自營
（山形縣東置賜郡宮内町）

17 井深捨吉 東海セメント
（静岡縣清水）

東海セメント
（静岡縣清水）

東海セメント
（静岡縣清水） 九州鐵道管理局計理課 九州鐵道管理局計理課 九州鐵道管理局計理課

18 小山恭太郎 琺瑯鐵器會社
（三重桑名鍋屋町）

琺瑯鐵器會社
（三重桑名鍋屋町）

琺瑯鐵器會社
（三重桑名鍋屋町）

南満州鐵道中央試驗所
（大連）

南満州鐵道中央試驗所
（大連）

南満鐵道中央試驗所
（大連）

19 横山滿 十津川中學校文武館
（奈良吉野郡）

中學校文武館
（奈良吉野郡十津川）

自營
（福井縣敦賀町大島） 富山縣高岡中學校 自營

（福井縣敦賀町大島） 愛知縣陶器學校

20 島田彌市 住友製練所
（伊豫越智郡四阪）

住友四阪島鑛業所
（愛媛越智郡）

自營
（佐賀縣小城郡芦川村芦溝）

自營
（佐賀縣小城郡芦川村芦溝） 佐賀縣立成美女學校 佐賀縣成美女學校

21 芝田理八 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校

22 竹澤裕 廣島縣商業學校 自營
（福井松ヶ枝下町八六）

自營
（福井松ヶ枝下町八六）

自營
（福井松ヶ枝下町八六） 福井市瓦斯局 福井市瓦斯局

23 塚田政雄 愛知縣瀬戸町陶器學校 愛知縣瀬戸町陶器學校 清國農工商部北京工業
學堂 島根縣商工課

24 鈴木四郎 岐阜縣土岐郡陶器學校 日本陶器
（愛知縣愛知郡則武）

日本陶器
（愛知縣愛知郡中村）

25 大須賀眞藏 京都市立陶磁器試驗場 京都市立陶磁器試驗場

26 小林茂 研究生 佐賀縣有田工業學校

27 田名部道雄 岸和田煉瓦（大阪府）

28 古内熊太郎

29 押谷鐵三郎

30 西尾榮吉

31 米谷忠次郎

32 那須惠

33 大村關智
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東京高等工業学校附設工業教員養成所の卒業生と各産地における陶器学校等との関係について 

T2-3 T3-4 T4-5 T5 -6 T6 -7 T7-8 T8-9

自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村）

助川セメント
（茨城縣助川）

助川セメント
（茨城縣助川）

助川セメント
（茨城縣助川）

助川セメント
（茨城縣助川） 助川セメント（茨城） 助川セメント（茨城） 助川セメント（茨城）

自營 自營 自營 自營 自營 自營 自營

岐阜縣土岐郡立陶器學校
（多治見町）

岐阜縣土岐郡立陶器學校
（多治見町）

岐阜縣土岐郡陶器學校
（多治見町） 岐阜縣土岐郡陶器學校 工業試驗所 東京工業試驗所 東京工業試驗所

－ － － － － － －

工業傳習所
（京城東署梨花洞）

工業傳習所
（京城東署梨花洞）

工業傳習所
（京城東署梨花洞） 京城工業専門學校 京城工業専門學校 京城工業専門學校 京城工業専門學校

自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷）

大阪高等工業學校 自營
（三重縣三重郡日永村大字日永）

自營
（三重縣三重郡日永村大字日永）

自營
（三重縣三重郡日永村大字日永）

自營
（三重縣三重郡日永村大字日永） － －

高麗焼製造所
（朝鮮大邱）

朝鮮摩尚北道大邱
高麗焼製造會社

朝鮮慶尚北道大邱
高麗焼製造會社

高麗焼製造
（朝鮮慶尚北道大邱） 對島厳原中學校 對島厳原中學校 對島厳原中學校

京都陶磁器試驗場
（五條坂）

京都陶磁器試驗場
（五條坂）

京都陶磁器試驗場
（五條坂）

京都陶磁器試驗場
（五條坂） 自營（京都） 大阪工業試驗所 大阪工業試驗所

日本陶料
（京都馬町通廣道角）

日本陶料
（京都馬町通廣道角） 福島縣廰 満鐵中央試驗場所 満鐵中央試驗所 満鐵中央試驗所 満鐵中央試驗所

福島縣工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校 福島縣工業學校

自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島）

－ － － － － － －

愛知縣陶器學校 愛知縣瀬戸陶器學校 愛知縣陶器學校 愛知縣陶器學校 愛知縣陶器學校 愛知縣陶器學校 愛知縣陶器學校

自營
（山形縣東置賜郡宮内町）

自營
（山形縣東置賜郡宮内町）

自營
（山形縣東置賜郡宮内町） 自營（千葉縣） 福島縣廰 福島縣廰 福島縣廰

九州鐵道管理局計理課
（門司）

九州鐵道管理局計理課
（門司）

九州鐵道管理局計理課
（門司） 九州鐵道管理局計理課 岐阜縣土岐郡陶器學校 岐阜縣土岐郡陶器學校 岐阜縣土岐郡陶器學校

南満鐵道中央試驗所
（大連）

南満鐵道中央試驗所
（大連）

南満鐵道中央試驗所
（大連）

南満鐵道中央試驗所
（大連） 満鐵中央試驗所（大連） 博山窯業工廠（支那） 博山窯業工廠（支那）

愛知縣陶器學校 愛知縣陶器學校 愛知縣瀬戸陶器學校 愛知縣瀬戸陶器學校 愛知縣瀬戸陶器學校 長崎縣廰 長崎縣廰

佐賀縣成美女學校 佐賀縣成美女學校 佐賀縣成美女學校 中央セメント（福岡縣） 中央セメント（福岡） 中央セメント（福岡） 中央セメント（福岡）

東京高等工業學校 東京高等工業學校 海軍造兵廠（築地） 海軍造兵廠 海軍造兵廠 海軍造兵廠 海軍造兵廠

廣島瓦斯會社 廣島瓦斯會社 廣島瓦斯會社 香川縣商業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校

島根縣商工課 石川縣立工業學校 石川縣立工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校

日本陶器
（名古屋市外則武）

日本陶器
（名古屋市外則武）

日本陶器
（名古屋市外則武） 日本陶器（愛知縣） 日本陶器（愛知） 日本陶器（愛知） 日本陶器（愛知）

京都市立陶磁器試驗場 京都市立陶磁器試驗場 京都市立陶磁器試驗場 京都市立陶磁器試驗場 京都市立陶磁器試驗場 京都市陶磁器試驗場 京都府陶磁器試驗場

日本陶器合名大倉製陶
研究所（名古屋）

日本陶器合名大倉製陶
研究所（名古屋）

日本陶器大倉製陶研究所
（名古屋） 自營（愛知縣） 東海窯業（神奈川） 東海窯業（神奈川） 東海窯業（神奈川）

若松歩兵第六十五聯隊
第十二中隊

臺灣煉瓦株式會社
臺北々門外街二丁目 臺灣煉瓦臺北々門外二丁目 臺灣煉瓦臺北々門外二丁目 臺灣煉瓦臺北々門外二丁目 臺灣煉瓦（臺北） 臺灣煉瓦（臺北）

工業試驗所
（深川區越中島）

工業試驗所
（深川區越中島）

工業試驗所
（深川區越中島） 工業試驗所 帝國窯業（佐賀） 帝國窯業（佐賀） 内田家調査部（神戸）

佐賀縣立有田工業學校 佐賀縣立有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 唐津窯業（佐賀縣） 唐津窯業（佐賀縣）

海軍造兵廠（築地） 海軍造兵廠 東北帝國大學 東北帝國大學 東北帝國大學

東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東洋硝子（東京） 東洋硝子（東京）

佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校

松風陶器
（京都市本町通） 松風陶器（京都市） 松風陶器（京都市） 松風工業（京都） 松風工業（京都）
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No. 氏  名 T9 -10 T10 -11 T11-12 T12 -13 T13-14 T14-15

1 今井八重助 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） （欠） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村）

2 渡邊伊太郎 助川セメント（茨城） 助川セメント（茨城） 助川セメント（茨城） （欠） 助川セメント（茨城） 自營

3 松本兼一 自營 自營 自營 （欠） 自營 自營

4 熊澤治郎吉 東京工業試驗所 東京工業試驗所 東京工業試驗所 （欠） 東京工業試驗所 東京工業試驗所

5 横井惣太郎 － － － （欠） － －

6 森勇三郎 京城工業専門學校 朝鮮總督府中央試驗所 朝鮮總督府中央試驗所 （欠） － －

7 栗城信吾 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） （欠） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷）

8 加藤完一 － － － （欠） － －

9 川副道夫 對島厳原中學校 對島厳原中學校 對島厳原中學校 （欠） 對島厳原中學校 厳原中學校（對島 )

10 瀧田岩造 大阪工業試驗所 大阪工業試驗所 大阪工業試驗所 （欠） 大阪工業試驗所 大阪工業試驗所

11 安田乙吉 満鐵中央試驗所 自營（大連） 自營（大連） （欠） 自營（大連） 自營（大連）

12 高木淸治郎 東京電機製陶（埼玉） 東京電機製陶（埼玉） 佐治製陶所（名古屋） （欠） 佐治製陶所（名古屋） 佐治製陶所（名古屋）

13 鮫島（林）齊示 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） （欠） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島）

14 小川信定 － － － （欠） － －

15 黑田政策 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 （欠） 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校

16 佐久間石太郎 福島縣廰 福島縣工業學校 福島縣工業學校 （欠） 自營 自營（千葉縣）

17 井深捨吉 岐阜縣土岐郡陶器學校 岐阜縣土岐郡陶器學校 岐阜縣土岐郡陶器學校 （欠） 岐阜縣陶器學校 岐阜縣多治見工業學校

18 小山恭太郎 自營（宮崎） 石川縣工業試驗場 石川縣工業試驗場 （欠） 石川縣工業試驗場 石川縣工業試驗場

19 横山滿 長崎縣廰 長崎縣廰 長崎縣廰 （欠） 自營 自營

20 島田彌市 中央セメント（福岡） 中央セメント（福岡） － （欠） － －

21 芝田理八 海軍造兵廠（海中出張中） 海軍造兵廠 東京高等工業學校 （欠） 東京高等工業學校 東京高等工業學校

22 竹澤裕 東亜耐火工業（長野縣） 東亜耐火工業（長野縣） 東亜耐火工業（長野縣） （欠） － －

23 塚田政雄 加賀製陶所（石川） 廣島縣工業學校 廣島縣工業學校 （欠） 京都市陶磁器講習所 京都市陶磁器講習所

24 鈴木四郎 名古屋製陶所 名古屋製陶所 名古屋製陶所 （欠） 名古屋製陶所 名古屋製陶所

25 大須賀眞藏 京都市陶磁器傳習所 京都市陶磁器傳習所 京都市陶磁器傳習所 （欠） 京都市陶磁器講習所 京都市陶磁器講習所（在外）

26 小林茂 東海窯業（愛知） 愛知縣窯業學校 自營 （欠） 自營 自營（愛知縣）

27 田名部道雄 臺灣煉瓦（臺北） 自營 自營 （欠） 自營 自營

28 古内熊太郎 東京硝子工業 東京硝子工業 東京硝子工業 （欠） 東京硝子工業 赤線檢温器（東京）

29 押谷鐵三郎 唐津窯業（佐賀縣） 日本ホロタイル（廣島） 日本ホロタイル（廣島） （欠） 石川縣工業學校 石川縣工業學校

30 西尾榮吉 東北帝國大學 東北帝國大學 東北帝大在學 （欠） 自營 自營（東京）

31 米谷忠次郎 自營 旭電機（東京） 米谷製作所（東京） （欠） 米谷製作所（東京） 米谷製作所（東京）

32 那須惠 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 佐賀縣有田工業學校 （欠） 香蘭社（有田） 香蘭社（有田）

33 大村關智 松風工業（京都） 松風工業（京都） 松風工業（京都） （欠） 松風工業（京都） 松風工業（京都）
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東京高等工業学校附設工業教員養成所の卒業生と各産地における陶器学校等との関係について 

T15-S2 S2-3 S3-4 S4-5 S5-6

自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村） 自營（滋賀縣甲賀郡長野村）

礦末資料（深川） 礦末資料（深川） 礦末資料（深川） 礦末資料（深川） 礦末資料（深川）

自營 自營 自營 自營 自營

東京工業試驗所 東京工業試驗所 東京工業試驗所 東京工業試驗所 （欠）

－ － － － （欠）

－ － － － （欠）

自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷） 自營（福島縣大沼郡本郷）

－ － － － （欠）

厳原中學校 ( 對島 ) 厳原中學校 ( 對島 ) 厳原中學校 ( 對島 ) 厳原中學校 ( 對島 ) （欠）

大阪工業試驗所 自營（大阪） 自營（大阪） 自營（大阪） （欠）

自營（大連） 自營（大連） 自營（大連） 自營（大連） （欠）

佐治製陶所（名古屋） 佐治タイル（名古屋） 佐治タイル（名古屋） 佐治タイル（名古屋） （欠）

自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島） 自營（鹿児島）

－ － － － （欠）

愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 愛知縣窯業學校 （欠）

自營（千葉縣） 自營（千葉縣） 自營（千葉縣） 自營（千葉縣） （欠）

岐阜縣多治見工業學校 岐阜縣多治見工業學校 岐阜縣多治見工業學校 岐阜縣多治見工業學校 （欠）

石川縣工業試驗場 石川縣工業試驗場 石川縣工業試驗場 石川縣工業試驗場 （欠）

長崎縣廰 長崎縣廰 長崎縣廰 自營（長崎） （欠）

－ － － － （欠）

東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京工業大學 （欠）

－ － － － （欠）

呉海軍工廠教習所 呉海軍工廠教習所 呉海軍工廠教習所 呉海軍工廠教習所 （欠）

名古屋製陶所 名古屋製陶所 名古屋製陶所 名古屋製陶所 （欠）

京都市商品陳列所 佐賀縣廰 佐賀縣廰商工課 第一窯業試驗場 （欠）

自營（愛知縣） 自營（愛知縣） 自營（愛知縣） 自營（愛知縣） （欠）

自營 自營 自營 未詳 （欠）

赤線檢温器（東京） 赤線檢温器（東京） 赤線檢温器（東京） 自營（東京） （欠）

石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 石川縣工業學校 （欠）

自營（東京） 自營（東京） 自營（東京） 東京硝子工業所 （欠）

自營（東京） 自營（東京） 自營（東京） 自營（神奈川縣） （欠）

香蘭社（有田） 香蘭社（有田） 香蘭社（有田） （空欄） （欠）

松風工業（京都） 松風工業（京都） 松風工業（京都） 松風工業（京都） （欠）
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No. 氏  名 出  身 卒  業  年 学  科 T5 -6 T6 -7 T7-8 T8-9 T9 -10

34 橋場兵蔵 富 山 大正　5 年 3月 卒業 窯業科 東京電氣（東京市） 東京電氣東京工場 東京電氣東京工場 東京電氣東京工場 東京電氣川崎工場

35 野澤勝二 埼 玉 大正　5 年 3月 卒業 窯業科 工業試驗所 工業試驗所 日本硝子（神奈川） 日本硝子（神奈川） 日本硝子（兵庫）

36 榎本修二 埼 玉 大正　6 年 7月 卒業 窯業科 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校

37 赤塚幹也 東 京 大正　6 年 7月 卒業 窯業科 茨城縣工業學校 京都市陶磁器試驗場 京都市陶磁器試驗場 京都陶磁器試驗所

38 萩島憲二 埼 玉 大正　7年 7月 卒業 窯業科 愛知縣陶器學校 京城工學専門學校 自營（東京府下大井町）

39 大友作之丞 宮 城 大正　9 年 3月 卒業 窯業科 東京高等工業學校

40 木島昇 宮 崎 大正 11年3月 卒業 窯業科

41 松田仁兵衛 長 野 大正 12 年3月 卒業 窯業科

42 外川進 三 重 大正12 年3月 卒業 窯業科

43 相澤敏夫 宮 城 大正12 年3月 卒業 窯業科

44 三津島于夫 島 根 大正12 年3月 卒業 窯業科

45 加藤登里男 長 野 大正13 年3月卒業 窯業科

46 吉井豐藤丸 富 山 大正13 年3月卒業 窯業科

47 山内俊吉 鹿児島 大正13 年3月 卒業 窯業科

48 西軍吉 鹿児島 大正15 年3月卒業 窯業科

49 大塚松衛 福 島 昭和　2 年 3月 卒業 窯業科

50 松田與七 福 岡 昭和　2 年 3月 卒業 窯業科

51 肥田権平 愛 知 昭和　3 年 3月 卒業 窯業科

52 池田治郎 京 都 昭和　4 年 3月 卒業 窯業科

53 佐澤光夫 宮 崎 昭和　4 年 3月 卒業 窯業科
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東京高等工業学校附設工業教員養成所の卒業生と各産地における陶器学校等との関係について 

T10 -11 T11-12 T12 -13 T13-14 T14-15 T15-S2 S2-3

東京電氣川崎工場 自營 （欠） 自營 自營（東京） 自營（東京） 自營（東京）

大日本麥酒尼ヶ崎製壜工場 大日本麥酒吹田工場 （欠） 大日本麥酒吹田工場 大日本麥酒吹田工場 大日本麥酒吹田工場 大日本麥酒吹田工場

東京高等工業學校 東京高等工業學校 （欠） 在外研究中 東京高等工業學校 東京高等工業學校 東京高等工業學校

京都陶磁器試驗所 京都陶磁器試驗所 （欠） 陶磁器試驗所（京都） 陶磁器試驗所（京都） 陶磁器試驗所（京都） 京都陶磁器試驗所

東京電氣（大井） 大日本麥酒製壜工場（博多） （欠） 大日本麥酒製壜工場（博多） 大日本麥酒製壜工場（博多） 大日本麥酒製壜工場（博多） 大日本麥酒工場（博多）

東京高等工業學校 東京高等工業學校 （欠） 秩父セメント（埼玉） 秩父セメント（埼玉） 秩父セメント（埼玉縣） 秩父セメント（埼玉縣）

東京高等工業學校 （欠） 福島縣師範學校 福島縣師範學校 福島縣師範學校 福島縣師範學校

岐阜縣土岐窯業學校 岐阜縣多治見工業學校 岐阜縣多治見窯業學校 千葉縣木更津中學校

東洋陶器（小倉市外） 東洋陶器（福岡） 東洋陶器（福岡） 東洋陶器（福岡）

大阪市泉尾工業學校 自營 自營 自營

自營
（東京府下瀧ノ川町大字中里） 自營（八王子） 自營（八王子） 自營（八王子）

長野縣長野中學校 長野縣長野中學校 長野縣長野中學校 千葉縣匝瑳中學校

鈴木セメント（東京） 鈴木セメント（東京） 秩父セメント（埼玉縣） 秩父セメント（埼玉縣）

宮城縣第一中學校 宮城縣第一中學校 福岡縣朝倉中學校 九州帝大在學

三河セメント（愛知縣） 三河セメント（愛知縣）

大阪市泉尾工業學校

東洋陶器（福岡縣）
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No. 氏  名 S3-4 S4-5 S5 -6

34 橋場兵蔵 自營（東京） ハシバ工業所 （欠）

35 野澤勝二 大日本麥酒吹田工場 大日本麥酒吹田工場 （欠）

36 榎本修二 東京高等工業學校 東京工業大學 （欠）

37 赤塚幹也 京都陶磁器試驗所 京都陶磁器試驗所 （欠）

38 萩島憲二 大日本麥酒（札幌） 大日本麥酒（札幌） （欠）

39 大友作之丞 秩父セメント（埼玉縣） 秩父セメント（埼玉縣） （欠）

40 木島昇 福島縣師範學校 福島縣師範學校 （欠）

41 松田仁兵衛 千葉縣木更津中學校 千葉縣木更津中學校 （欠）

42 外川進 東洋陶器（福岡） 東洋陶器（福岡） （欠）

43 相澤敏夫 － － （欠）

44 三津島于夫 自營（八王子） 小學校（八王子） （欠）

45 加藤登里男 千葉縣匝瑳中學校 千葉縣匝瑳中學校 （欠）

46 吉井豐藤丸 秩父セメント（埼玉縣） 秩父セメント（埼玉縣） （欠）

47 山内俊吉 九州帝大在學 九州帝大在學 （欠）

48 西軍吉 磐城セメント（福島縣） 磐城セメント（福島縣） （欠）

49 大塚松衛 大阪市泉尾工業學校 大阪市泉尾工業學校 （欠）

50 松田與七 東洋陶器（福岡縣） 博多エナメル（福岡縣） （欠）

51 肥田権平 釜石鑛山 淡路製陶（兵庫） （欠）

52 池田治郎 自營（京都府） （欠）

53 佐澤光夫 多治見工業學校（岐阜） （欠）

※ 各勤務先について、基本的に原文のまま記した。
※ 氏名について姓が変わる場合、旧姓を（） 内に記した。
※ 表 2 の右欄に関係する陶器学校等については網掛けをした。
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 高校生と展覧会をつくるーMoMCAグローイング・プロジェクト「光が創る色⇆色が創る光 高校生とつくる居心地のよい場所」

高校生と展覧会をつくる 
― グローイング・プロジェクト 

「光が創る色 ⇆ 色が創る光 高校生とつくる
居心地のよい場所」 
　　　　　　　　　　　　　　 林  いづみ

１. はじめに

　日本において、美術館は博物館法に基づいて活動する

社会教育機関である。その博物館法は、美術館を含む博

物館とは「歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関

する資料を収集し、保管し、展示して教育的配慮の下に

一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエー

ション等に資するために必要な事業を行い、併せてこれら

の資料に関する調査研究をすることを目的とする機関 」で

あると定義する。資料を「一般公衆の利用に供」するこ

ととは、誰もが利用できるようにすることと言い換えられる

が、このような広義のアクセシビリティは、ミュージアム（博

物館、美術館）がその社会的機能を完うするための基礎

であると言えるだろう。そして近年、ミュージアムに期待さ

れる社会的機能は、また大きな変化の局面を迎えている。

2022 年の ICOMプラハ大会で採択された新しいミュージ

アムの定義によると「博物館は、有形及び無形の遺産を

研究、収集、保存、解釈、展示する、社会のための非

営利の常設機関である。博物館は一般に公開され、誰も

が利用でき、包摂的であって、多様性と持続可能性を育

む。倫理的かつ専門性をもってコミュニケーションを図り、

コミュニティの参加とともに博物館は活動し、教育、愉しみ、

省察と知識共有のための様々な経験を提供する 1」もので

ある。この定義から想像されるミュージアムは、誰もが利

用できる開かれたプラットフォームであり、平和の実現や

多様な人々の共生、様々な社会的課題に関わる市民性の

1　ICOM 日本委員会、「新しい博物館定義、日本語訳が
決定しました」
https://icomjapan.org/journal/2023/01/16/p-3188/

（2025-2-6 閲覧）

醸成といった、より広範な社会理念を育む可能性を秘め

た場である。

　ミュージアムが保存し展示する有形無形のもの、そし

てその場自体が公共財であり、広く一般に開かれたも

のであること、その重要性は、今日改めて注目を集め、

強調されているところである。しかしながら、開かれ

たミュージアムとは、具体的にどのような形で実現さ

れるのだろうか。それは一体どんな姿をしているのだ

ろうか。 

　「MoMCA グローイング・プロジェクト」は、岐阜

県現代陶芸美術館がより開かれた美術館になるため

に、様々な人と繋がり、変化していくことを目指すプ

ロジェクトである。2024 年度、本プロジェクトでは、

有志の高校生メンバーとともにコレクション展「光が

創る色⇆色が創る光 高校生とつくる居心地のよい場

所」（会期：2024 年 11 月 30 日～ 2025 年 4 月 13 日）

を企画した。必ずしも美術館を身近に感じていない高

校生と展覧会を作り上げることを通じて、高校生が美

術館へ感じている距離を知り、共により開かれた美術

館のあり方について考え、実践してみようという試み

である。本報告では、展覧会企画、開催に至るまでの

活動記録を紹介する。そして、活動を通して見えてき

た、ミュージアムの在り得る姿について考察する。

 

２. プロジェクトの発端

　岐阜県現代陶芸美術館では「陶芸の現代」というテー

マのもと、様々な関心に応える展覧会を企画、開催する

ほか、より幅広い層の来館者へ向けた教育普及活動にも

力を入れてきた。そのなかには、教育機関と連携した団

体鑑賞や研修の受け入れ、館外でのアウトリーチ活動、

またよりコアな関心に応えるワークショップなどのプログラ

ムが含まれる。いずれも、当館が目指す「ぶらり立ち寄る

美術館」の実現へ向けた取り組みである。しかしながら、

様々な理由から美術館に行くことを諦める人がいること、
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あるいは諦める以前に美術館に行くという選択肢を持た

ない・知らされていない人がまだ多くいることは、認めざ

るを得ないだろう。このような状況において、少しでも開

かれた美術館を実現するためには、どのようなことがで

きるのか。まずは「ここに居ない人」について考えたこ

とが、「MoMCA グローイング・プロジェクト」のスター

トであった。

　当館の来館者像を知るデータとして、特別展ごとに実施

する来館者アンケートがある。ここでは来館者のプロフィー

ルとして「性別」「年代」「居住地」を尋ねている。この

うち直近の 2023 年度に開催した４本の特別展の来館者

の年代に着目すると、若年層が少なく、中でも「高校生」

の来館者は全体の0.6％と最も低かった。これは「大学生・

専門学校生」2.6％、「中学生」2.0％、「小学生」4.8％

と比べても有意に低い。来館者アンケートのデータは「来

館」という第一のハードルを越え、さらにアンケートを記

入している、極めて意欲的な来館者が母体であるという意

味で、ある種の偏りを含むデータではある。しかし、展示

室の利用状況観察や、各種催事を通じて来館者と直接的

に交流した体感としても、高校生をはじめとする若年層は、

来館者に占める割合として少ないと感じていた。 

　一方で、一般的に高校生世代は行動範囲や関心領

域が広がる年代でもあり、将来的な美術館利用者として

の可能性を秘めた層であるとも考えられる。関谷泰弘は

来館者開発のために、ミュージアム来館者・非来館者を

その興味、来館可能性と機会によって区分した 2 。この

MAO(Motivation, Ability and Opportunity、意欲・

能力・機会 ) モデルに当てはめるならば、高校生世代には、

来館する能力や潜在的な意欲がありながら、来館の機会

を得られていない、「潜在的来館者」がいると考えられる。

　これらの観点から、開かれたミュージアムを考えるため

2　関屋泰弘（2015）「英米との比較による我が国ミュージア
ムにおける来館者開発の導入に向けた基礎研究」、『日本ミュー
ジアム・マネジメント学会研究紀要』、 第 21 号、pp.17-27. 

の最初のパートナーとして、高校生世代は望ましい相手で

あると考えられた。 そこで、この世代のミュージアムや当

館に対する声を聞き、そのアイデアを実装する方法と

して、高校生と協働してコレクション展を企画すると

いう今回の活動の骨子が立ち上がった。活動を通じて

目指したのは、参加者にミュージアムや当館のことを

知ってもらい、最終的には自分たちの場所として身近

に感じてもらうことである。また当館としては、比較

的長期の活動・コミュニケーションを通じて高校生世代

のリアルな意見を聞き、協働を通じて、実際により良

い美術館のあり方を模索し行動することを目指した。

　このような目的から、参加者そして美術館の双方の変化

を含意する言葉として、growing（成長する）とglowing（輝

く）という二つの「グローイング」をプロジェクトの名称に

掲げた。 

 
３. 実践報告

３－１．募集 

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 募集チラシ
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　プロジェクト参加者の募集にあたっては、当館ウェブサ

イトや SNS での告知に加え、近隣文化施設等へのチラシ

設置依頼、そして近隣高等学校へのチラシ配布を行った。

募集チラシには、「展覧会を一緒につくること」「美術・陶

芸に詳しくなくても構わないこと」などを明記し、6 月から

11 月までの複数回にわたるミーティングを行うといった活

動の概要を記した。

　5 月からおよそ一か月間の募集の結果、14 名からの応

募があり、そのうち 13 名が継続的にミーティング等の活

動に参加した。（なおこのうち 1 名は、美術系大学の大

学生で、中学生の時に当館での職場体験に参加していた

ことから、直接の申し込みがあり、「アドバイザー」として

の参加となった。）応募時のアンケートや、後日行った参

加メンバーへの聞き取りによると、ほとんどのメンバーが

学校経由で情報を得ている。先生に勧められた、学校内

での課題学習の一環として参加を決めたという、学校によ

るサポートが決め手となったメンバーもいれば、学校でチ

ラシを見つけて自ら関心を持ったというメンバーもいる。い

ずれにせよ、高校生世代にとって、学校は信頼できる情

報源であり、社会との接点であることがうかがえた。 

３－２．ミーティング 

　6 月から11 月までのミーティングは、岐阜県現代陶芸

美術館内で行った。ミーティングは基本的に対面形式とし

たが、２回目以降はオンライン・ミーティング・ツールで

の参加も可とし、２回（２名）のオンライン参加者があった。

美術館担当者との連絡方法はメールとした。毎ミーティン

グ後は、担当者より議事録および関係資料をメール共有

し、必要に応じてフォローアップを行った。 

ここでは、定期ミーティングの内容を時系列で紹介する。

○ 6 月 22 日 ミーティング #1

　第１回では、活動の前提として、本プロジェクトの目的

とテーマ、岐阜県現代陶芸美術館および美術館全般の基

本的な活動に関する講座、そして収蔵庫を含むバックヤー

ドや展示室等の施設見学を行った。そのあと、「行ってみ

たい美術館・見てみたい展覧会」をテーマに、２グルー

プに分かれてのブレイン・ストーミングを行った。

　アイデアを分類すると、花や植物、社会問題といっ

た具体的な展覧会テーマのほか、「五感を使う」「居心

地が良くリラックスできる」「空間を活かす」「楽しい

イベントがある」といった伝え方や環境に関わる意見

が多く出た。また、それらの背景には「興味がない人

にも楽しんでもらえる」「美術に詳しくなくても楽し

むことができる」といった意識があった。初回ミーティ

ングの最後には、ICOM による博物館の定義を紹介し、

本プロジェクトの目指す姿を共有した。

 

○ 7 月 30 日 ミーティング #2 

　第２回では、宿題として当館所蔵作品から「気になる

作品」「展示したい作品」を選んできてもらった。ミーティ

ングではまず互いが選んだ作品とその理由や、具体的な

展示イメージを発表した。この時点で、メンバーたちが選

んだ作品を繋ぐキーワードがありそうであるという認識が

共有された。 

　ミーティング後半では、展覧会開催にあたって発生する

実務を紹介し、その上で決めることを整理した。たとえば

当館では、作品の取り扱いは輸送業者との協力のもと行

い、印刷物の多くはデザイナーや印刷会社とともに制作し

ている。また展示空間を工夫するにしても、規模によって
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は造作施工業者に依頼する必要がある。このように、一

つの展覧会は、美術館職員や作家のみならず、多くの関

係者や業者の協力のもとに成り立っている。これを踏まえ

て、いつまでに何を決めなければならないのか、具体的

なスケジュールを提示した。

　最後に、現時点ではアイデアが多岐に渡り、また断片

的であることから、各々がアイデアを具体化して協議するこ

とを提案し、次回への宿題とした。内容としては、「展覧

会テーマ」「メインとなる展示作品」「どのような人に、ど

んな風に伝えたいか」の３点を考えてくることとした。 

○ 8 月 20 日 ミーティング #3 

　第３回では、メンバーから集まった６つの展覧会案をも

とに、より具体的な展覧会テーマおよび内容の協議を行っ

た。アイデアは多岐に渡ったが、対象として若年層（自分

たち世代）を含む幅広い世代を想定していること、人によ

り異なる見方・見え方の違いを楽しめようにしたい、また

これまでそれぞれが感じてきた美術や美術館に対する

ハードルを解消したいといった問題意識が共通項として見

出された。そこで、幅広い解釈が可能な概念をテーマとす

ることを担当者から提案した。展覧会案にあった「光と時間」

「色彩」「実用・非実用」といったテーマを改めて議論し、

光と色という相互連関する要素をテーマに据えることが決定

した。

　この時点で、作品をリラックスして楽しめるようにしたい

のでソファを複数、かつ落ち着ける場所に配置したい、来

た人が感想を共有できる感想コーナーを設置したい、真っ

白な壁以外の環境で作品を見せたい、展示室に入る自然

光を活かして作品を見せたい、といった具体的な案が出て

きた。これらのアイデアを、担当者が実現可能な方法に、

落とし込んでいった。宿題として、話し合った内容や決定

したテーマから展覧会タイトルを考えてくること、また展覧

会を象徴する作品を選んできてもらうこととした。

 

○ 9 月 28 日 ミーティング #4 

　第４回では、前回の議論までにメンバーが関心を寄せ

た作品に、美術館担当者がテーマに合うと思われる作品

を加えて仮作品リストを作成し、それをもとに各作品の展

示室内での配置・展示方法を検討した。ここでは、具体

的な空間に即して作品の見せ方をイメージすることで、作

品同士の連関を考えることになった。また、初回より志向

していた「リラックスできる空間」についても、具体的に

どういう状況であればリラックスできるのか、作品と人との

位置関係を検討した。図面上で作品を並べた後、展示
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室へ移動し、スケールを想像することで、実際に並べるこ

とのできる作品数や見せ方をイメージしていった。

　出品作品がより具体化したところで、宿題であった展覧

会タイトルを共有して、協議を進めた。ここでは、鑑賞者

によって視点が異なり、それゆえに一つの作品も様々な表

れや魅力を示すこと、環境（ここでは自然光が入る展示

室内において、移り変わる光）が変わることで、作品の見

え方が変わることといった、様々な視点と様々な見え方を

楽しむというアイデアが強調された。そこで、案の中から「光

が創る色 ⇆ 色が創る光」が選ばれた。光があって色が見

え、色があって光に気づくという相互関係と、鑑賞の多面

性といったイメージを含意している。さらに、このタイトル

だけでは難しそうに聞こえる、高校生メンバーの関与が伝

わらないといった懸念から、すでにキーとなっていた「居

心地の良い」というワードを加え「高校生とつくる居心地

の良い場所」というサブタイトルがついた。なお、当初は「高

校生が
4

つくる」というタイトルであったが、あるメンバーか

らの「来館者と一緒につくるものとしたい」という意見を

受けて「高校生と
4

つくる」に変更された。

　美術館担当者からは、このようなメンバーの思いを来館

者に伝えるために、メンバーそれぞれの視点を伝えるキャ

プションを作ることや、チラシに掲載するステートメントを

執筆することを提案した。加えて、展示をよりよく伝えるた

めのイベントについても考えることを宿題とした。

○ 臨時ミーティング 

　本展では、広報用印刷物として A4 チラシを作成するこ

ととした。担当デザイナーについては通例通り入札で決定

したが、メンバーのうち希望者にはデザイナーとの打ち合

わせに参加できるようにした。デザイナーとの打ち合わせ

には２名のメンバーが参加した。こちらが希望するイメー

ジを受けて、デザイナーから、メンバーによる手書きのタ

イトルをデザインに取り入れることを提案された。そこで、

実際にメンバーがデザイナーからの指示を受けて様々な字

体を試み、それらをデザインに組み込んでもらった。   

　チラシに掲載する文章についても、メンバー１名に執筆

を打診し、オンラインで打ち合わせを行った。このメンバー

には展覧会テーマについて執筆してもらい、プロジェクト

全般については美術館が説明文を添えるということで分担

した。 

 

　   展覧会チラシ ( デザイン：中村直永デザイン事務所 )
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○ 10 月 26 日 ミーティング #5 

　第５回では、その時点で上がっていたチラシデザイン案

からデザインを選び、広報の計画を立てた。その後、前

回のミーティングを受けて担当者が作成したラフ図面を確

認し、製作する造作類を検討した。ここでは、展示ケー

スの背景の色を変える仕組み（背景カラー・チェンジャー）

や、感想共有コーナーのスタイルについて話し合い、具

体化させた。 

　キャプションについては、作品解説ではなく、メンバー

の鑑賞の視点の共有をテーマにすることを担当者より提

案。その時点ではメンバーが現物を見られていない作品

があり、また展示された状態を想像できないということか

ら、キャプションの執筆は展示開幕後に行うことも提案し

た。その中で、一つの作品に対して複数のキャプションが

つくことや、会期中にそれらが増えたり変えたりすることを

積極的に行うというアイデアがまとまった。

 　宿題で募集したイベント案についても協議を行った。

ここでは、「お茶を飲んでリラックスできるようにしたい」

「美術初心者にもわかりやすい動画を作る」「作陶体験

をしたい」といったアイデアを、実現可能かつ展覧会に

即した形で考え直し、「リラックスできる鑑賞会」「作陶館

とのコラボレーションによる色と光をテーマにしたワーク

ショップ」「展覧会の見どころを伝えるラジオ」といった

素案を作った。 

○ 11 月 17 日 ミーティング #6 

　当初実施を予定していなかったが、展示直前の確認を

行うために第６回のミーティングを開催した。美術館担当

者が展示ケース・台を調整して展示図面を作成し、図面

やケースの現物を見ながら具体的な部分を再確認した。

また、展示ケースの背景色を変える仕掛けの色選びや解

説、また感想コーナーの解説を調整し、特に感想コーナー

の説明についてはメンバーからのコメントも掲載することと

して、詳細を調整していった。

３－３．展示開幕後・関連プログラム 

　展示作業については、メンバーと最終確認をした図面

をもとに、美術館担当者が美術品取り扱い業者とともに

行い、11 月 30 日に展覧会が開幕した。開幕後の最初の

週末は、メンバー各々のタイミングで展示を見に来ることと

した。メンバーはそれぞれ出来上がった展示をゆっくりと

見学し、キャプションを執筆したい作品を決めたり、担当

者と感想を交わしたりした。また、メンバーの一人から、

SNS による広報としてハッシュタグ「#もむカメラ」（当館

の愛称 MoMCA（もむか）とカメラをかけた言葉）をつ

けて投稿するという提案が出た。このアイデアについては

メンバーに共有し、本プロジェクトに関わる SNS 発信に

はこのハッシュタグをつけて発信することとした。

　キャプションについては、開幕日以降メンバーから文章

を募集した。美術館担当者とメール等でのやり取りを通じ、

主に文章として分かりにくい部分を調整したのちに随時
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掲示し、2 月 14 日時点で 7 名による 15 件のキャプショ

ンを制作した。執筆に当たっては、必ずしも解説ではなく

「来館者と同じ一鑑賞者として」「友達と鑑賞しながら話

しているとき」をイメージして、なるべく本人が話している

感じを残したままの文とした。

○ 12 月 15 日 関連プログラム準備 

　臨時ミーティングとして、ワークショップの試作を行っ

た。展覧会のテーマである色と光をイメージさせる素材と

してカレットガラスを用意し、粘土とガラスを組み合わせた

ワークショップを考えた。ワークショップの大枠は、美術

館スタッフが作陶館スタッフの協力のもと、土とガラスを一

回で焼成できることや、なるべく幅広い年齢層が楽しめる

難易度のものを考え、メンバーと実際に試作をする中で難

しい点を洗い出すこととした。 同日に、「MoMCA おしゃ

べりラジオ」の収録も行った。メンバー４名が集まり、「活

動の裏側」を、自分たちの言葉で話すという内容である。

収録した音声は美術館担当者が編集し、後日 YouTube

にて公開した。

○ 1 月 13 日 ミーティング #7 

　第７回のミーティングでは、展示替えの計画や、イベン

トのブラッシュアップを行った。 

　実際に展示を見て感じたことや、来館者による感想をも

とに、より見やすい方法を考えたり、それぞれの作品がよ

りよく見える方法を考えて展示替えを計画した。例えば、

展示台を高さの低いものに入れ替える、造形的な結びつ

きがより深いものと隣同士にするといった工夫が盛り込ま

れた。また、展覧会テーマを象徴する作品が外部貸出に

つき展示不可となったため、それを補い、また新鮮な空

間にする方法も考えた。前期展示ではスペースが足らず

展示できなかった作品を組み込むなど、見せたいものをよ

り良く見せるという方向で計画を立てた。

　イベントに関しては、「リラックスできる鑑賞会」の具体

案として、作品にふれる鑑賞会を提案した。実際の作品

を見て出た「ふれたくなった」という感想や、初回のアイ

デア出しで挙がった「五感で楽しむ」というアイデアを総

合して、作品をふれて楽しみ、リラックスできる環境を作っ

て、感想を交わすという案をまとめた。

 

○ 2 月 8 日 ワークショップ「光を集めるやきものづくり」 

　ワークショップの企画は、「実際に粘土をさわって、作

陶体験ができると良い」というメンバーのアイデアが種と

なった。そこで展覧会のテーマでもある「色と光」、ま

た展覧会の鑑賞と制作が連関する題材として、カレット

ガラスをあしらうやきものを制作するワークショップを企

画した。扱う素材にカレットガラスを提案した理由は、ま

ず、陶と異なる透光性を持つガラス素材を使用すること

で、参加者が「光」に着目できると考えられたことがあ

る。また、出品作品のうち特にメンバーたちの注目度

が高く、展示テーマを象徴する作品であった、田嶋悦子

《cornucopia99- Ⅳ》《cornucopia01- Ⅵ》や 川 端 健
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太郎《女「スプーン」》が、それぞれガラスと陶の素材特

質を活かした作品であった。加えて制作面において、参

加者が一度の体験のうちにそれぞれの素材に直にふれら

れるというメリットがあった。 

 　ワークショップ当日の運営には、試作を行ったメンバー

の内４名が参加した。ワークショップ参加者は 15 名、う

ち9 名は小学生であった。

　当日は、まずメンバーが展覧会テーマの案内を行った

後、展示作品《女「スプーン」》および《cornucopia99 Ⅳ》

について、本人が執筆したキャプションを紹介しながら、

ガラスと陶の質感の違いに着目して鑑賞した。鑑賞後は全

員で作陶館へ移動し、作陶館スタッフによる制作のデモン

ストレーションを受けて、制作に入った。メンバーは参加

者への声掛けやサポートを行った。制作後は作品票を書

き、メンバーの感想を共有して終了した。作品は焼成後、

後日受け取りとしている。 

　ワークショップ参加者へのアンケートでは、ワークショッ

プの全体について「非常によかった」が 100％となり、

高い満足度が得られていた。コメントには「展示を見た後

に制作だったので楽しめました」「教えてくれる人が分かり

やすかったです！」「今までやってきたねんどの中で一番楽

しかった」といった内容やサポート面での評価が多く見ら

れた。当日の振り返りの会では、メンバーから「参加者

の発想力に刺激を受けた」「楽しんでもらえて嬉しかった」

といった感想が聞かれた。

○ 2 月 24 日「五感で楽しむ鑑賞会 Art and Tea」 

　鑑賞会の企画は、初回のブレイン・ストーミングから話

題に上がっていた「五感を使って楽しめる」「リラックスで

きる」ミュージアムの姿や、活動が進行する中でより意識

された「異なる視点を共有できる場」を試行するために

企画した。作品を目で見て（視覚）、手で触れて（触覚）、

好みのお茶を飲み（味覚・嗅覚）リラックスして、各々の

感想を話し合う（聴覚）ことで、鑑賞体験を深めることを

ねらいとしている。午前と午後の計２回、それぞれ定員を

６名と設定したところ、当日は午前の部に未就学児１名を

含む７名、午後の部に６名の参加者があり、４名のメンバー

がスタッフとして参加した。以下、プログラムの基本の流

れを解説する。 

　参加者にはまずプロジェクトルームに集まり、「土のた

まご」（様々な原土を球体にして焼成した、当館の教育

普及ツール）をさわり比べてもらった。気に入った球体を

手にしながら、プログラムの流れとスタッフ紹介を聞いた

後、作品にふれるための準備を行ない、展示室へ移動す

る。展示室では、メンバーが展覧会テーマの説明と背景

カラー・チェンジャーの実演を行い、参加者と「見方や

環境の変化による見え方の違い」を共有した。続いて、

展示中のカルロ・ザウリ《白い官能》の鑑賞を行なった。

まず作品を目で見て、その感想を話し合ったのち、作品

に手でふれて鑑賞する。ここでは、手ざわり、続いてフォ

ルムをふれて感じ、思い思いに鑑賞してもらった。その後、
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プロジェクトルームへ戻り、好みのフレーバーのお茶と、

触覚的なバリエーションが豊かな森正洋デザインの《ファ

ンシーカップ》から好みのカップを選んでもらい、お茶を

飲みながら作品の印象や鑑賞会全体の感想を交わし、最

後に感想カードを書いてもらった。

　参加者は、まず「土のたまご」をさわったことで、

手でふれることへと鑑賞のモードがシフトしていっ

たようだった。実際に《白い官能》にふれる段階で

は、初め緊張が見られたものの、釉薬の質感や手ざわ

りを確かめるうちに、作品の立体感やフォルム、量感

へと関心が広がり、最後にはふれることを楽しんでいる様

子だった。また、未就学児の参加者は、手でふれたこと

で作品に対する興味が深まり、展示室内の他の作品へも

関心が広がっていることが視線の動きや行動から見てとれ

た（保護者からも、「こんなに興味を示すとは思っていな

かった」と驚きの声が聞かれた）。お茶を飲んで感想を交

わすパートでは、《ファンシーカップ》の持ち心地を比べた

り、お茶の温度や香りを味わったりすることが会話の糸口

となり、最終的には各回とも参加者・メンバー同士でも話

が尽きずに、再び展示室に戻って鑑賞する姿も見られた。

　参加者からは、「見て得た印象とさわって得た感覚の違

いに驚いた」「作家が実際に触れて制作している時間を共

有できたように感じた」「ザウリさんの想いにふれた気分」

「普段さわることのない新しい未知の形と感触だった」「無

機物に見えた作品が、触ってみると有機的に感じられた。

自分と作品との心的距離が縮まった感じがした」といった

感想が聞かれた。またメンバーからも「自分の中にまだ使っ

ていない感覚があったことに気がついた。触ったり、他の

人の感想を聞くことで、頭の中の地図が広がった感じがす

る」「勉強ではなく感覚的に作品に近づけた」と、深く鑑

賞を楽しめた様子だった。 

 　参加者、メンバー共に、触覚を通じて作品を鑑賞する

こと、また他者の感想にふれることを通じて、自身の感覚

や発想が広がったようだった。それぞれが鑑賞体験を振

り返る言葉からは、この鑑賞会を通じて、自身がまだ発揮

していなかった感覚の受容体に気がつき、感覚の引き出

しを増やしている様子が伝わってくる。  

　また、陶芸は、その制作手法や、受容方法からして、

本来触覚と深く結びつく表現であり、今回鑑賞の対象とし

たカルロ・ザウリの作品も、土という素材の持つ触覚的な

魅力を活かした作品である。このたびの鑑賞でも、触覚

を通じて作り手の造形思考に近づけたといった声が多く聞

かれた。ふれる鑑賞については、幅広い鑑賞ニーズに応

えるといった観点に加え、陶芸作品のより深い理解という

観点からも、現代陶芸を専門とする館ならではのプログラ

ムとして、更なる開発の可能性を見出せた。 
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４. 高校生と考えるミュージアムの可能性 

　ここからは、本プロジェクトの実施を通じて見えてきた、

ミュージアムおよび当館のあり得る姿、またその可能性に

ついて考察する。

４－１．高校生とミュージアムの距離感 

　まず、本プロジェクト参加メンバーのミュージアムに対す

る当初の距離感について確認する。メンバーがプロジェク

ト参加を決めた理由には、もともと美術や陶芸、芸術全

般が好き、あるいは学芸員やミュージアム関係の仕事に対

する関心があるといった理由が多かった。一方で、学校

課題のために参加した、また学校外での活動の場を求め

て参加したといった、美術あるいはミュージアムへの好感

とは別の理由から参加したメンバーもいた。 

 また、当館に関しては、当館を知らない・来館したことが

ないというメンバーがいた一方、小中学校の団体来館で

一度来館したことがあるなど、地域の施設として認識して

いるメンバーが多かった。しかし、自主的に来館したこと

があるというメンバーはごく僅かであり、それは当館に限ら

ず、ミュージアム全般に対しても同様であった。美術の制

作は好きだが、美術館へ行くことは少ないというメンバー

も多く、美術への関心の強さは必ずしもミュージアムの来

館・利用には結びついていなかった。メンバーの多くは、

プロジェクトのスタート時点では美術館の「潜在的な利用

者」であったと言えるだろう。

４－２． 高校生と考える理想のミュージアム 

　次に、上記のように美術館に対する距離感が様々なメ

ンバーが考えた「行きたい美術館」の姿について、初回

ミーティング時に行ったブレイン・ストーミング、ミーティン

グや活動時の発言を通じてまとめる。

　まず初回ミーティングで集まった意見から、展覧会のス

タイルについては「見るだけでなく何か体験ができる」「手

でさわれる」「動きのある展示」「音楽が流れている」「色々　

なイベントをやっている」など、見る以外の体験ができる

ことを重視する面があった。一方で、「専門用語を使い

すぎない」「作品コンセプトがわかりやすく書かれている」

「作者のプロフィールや顔写真がついている」「見方が

わからないので、見る視点を教えてくれる」など、すでに

感じているとっつきにくさ、分かりにくさを具体的に解消

したいという提案もあった。また、展示内容については「社

会問題をテーマにした展覧会」「今流行っているものを

テーマにした展覧会」といった同時代性を重視した意見

があった。

　このような展覧会内容や、展示のスタイルに関するアイ

デアに加えて、活動を通じてより顕になったのが、「居心

地の良さ」という観点であった。初回ブレイン・ストーミ

ング時にも、「座ったり、休憩したりしながら見れる」「首

が疲れない美術館」「明るすぎずに落ち着ける」「リラック

スできる」「ゆったりできる音楽」「快適な温度」といった、

美術館の環境そのものに対する意見は意外にも多かった。

理由を尋ねると、前述したとっつきにくさや分かりにくさに

加え、「どこに居ていいか分からない」「立ちっぱなしで疲

れてしまう」といった、素朴ながら、おそらく世代を問わ

ない、美術館に対する忌避感の実態が見えてきた。　

　このような意見は、ミュージアムに対する当初の親近感

の有無を問わず共有されるものであった。そのため、活

動の比較的早い段階で、皆が感じていたある種の居心地

の悪さを少しでも解消し、美術館を「居心地の良い場所」

にすることが、プロジェクトの探求テーマとして立ち上がっ

た。そこから生まれたのが、落ち着ける場所にソファを設

置する、座ったまま作品を鑑賞できるようにする、同じ鑑

賞者の視点でキャプションを書く、来館者も同様に感想を

記して共有できるようにする、来館者も空間に働きかける

ことのできる仕掛け（ここでは背景カラー・チェンジャー）

を作るといった、本展覧会を特徴づける具体案だった。

これらは展示内容ではなく、いうなれば展示のコミュニケー

ション・スタイルである。このスタイルと、メンバーたちが
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実際に見たい・見せたい作品を繋げていった時、様々な

見方を実践し、視点の違いや環境によって作品が見せる

多面的な魅力を楽しむ、という展覧会の趣旨が形づくられ

ていった。 

４－３．来館者の反応 

　上述のような関心のもと作られた展覧会は、来館者にど

のように伝わり、受容されていたのだろうか。感想コーナー

に寄せられたメッセージを中心に確認してみる。 

　感想コーナーには、8cm 四方の画用紙と鉛筆やクレヨ

ン等を用意し、来館者がそれぞれ感想を書き、壁面に張っ

た紐に吊るして掲示できるようにした。また、壁に掲示し

た感想用紙は、随時スクラップブックに貼り直し、それら

も閲覧できるようにしている。いずれも、「他の人の感想を

知ることで、作品の見方・見え方が広がる」という、展

覧会のテーマに通じる工夫である。このコーナーには、2

月 14 日時点で、117 件の感想が寄せられている。みっち

りと感想を書き綴ったもの、言葉少なに記されたもの、作

品の絵などを描いたもの、外国語で書かれたもの、まだ

小さな子が描いたと思しきカラフルな絵など、その方向性

は多様である。

　まず印象的であったのが、感想を残した来館者の多く

が、メンバーたちが思いを持って組み込んだ展示室内の

工夫に気付き、さらにはその意図を汲んでくれたことで

ある。

　たとえば、２箇所設置したソファに関して「すぐに疲れ

てしまうので、ベンチがあってとてもよかったです」「ロー

ゼンタール 3 横にソファー、正解です くつろげました」と

いったコメントが寄せられていた。また、展示テーマその

ものについても「とても居ごこちが良い空間でステキでし

た！」「光に注目して見たことがなかったので今回すごくお

もしろかった！見る方向で色が変わって見れて、不思議な

気分！」のように、テーマを体感して楽しんでいる来館者

の様子が伝わった。

　そして注目されるのは、メンバーによるキャプションに対

して寄せられた多くの感想である。「作品にそえられたコメ

ントが、まるで友だちと会話しながら作品を見ているよう

で楽しかったです。1 人で観に来たのにひとりじゃないみ

たい。視点が広がりあたたかい。」「今日は一人で来たけ

れど、誰かと一緒にあれこれ言いながら楽しみたい展示で

した。」「今までにここで見た作品でも、高校生の方のキャ

プションを読んで見るとまた違って『そういう見方もある

んだ』と思い、新たな見方ができました」これらのコメン

トからは、来館者が自分とは異なる視点や感性をもった、

必ずしもここには居ない他者の存在を感じながら、その価

値観に対して自分を開いている様子が感じられる。

3 ローゼンタール《白磁アールデコ女性像付フロアランプ》の
横にソファの一つを設置した。
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４－４．「居心地の良い場所」としてのミュージアム 

　さて、「居心地の良さ」を醸成する要素には、温湿度

や明るさ、空間としての快適さといった環境的な側面と、

不安感なく安心していられるといった心理的な側面がある

だろう。座る場所がある、空調が快適、うるさ過ぎず静

か過ぎない場所がいい、といった意見は、前者に関わる

ものである。そしてミュージアム利用経験が少ないメンバー

が当初抱いていた「好きでないと来られない」「見方がわ

からないといけない」「難しそう」といったイメージは後者

の心理的な安心感の欠如が招いた感覚とも見て取れる。

作品そのもののみならず、鑑賞の方法、美術館利用につ

いて「分からない」ことが、恥ずかしさや、居どころのな

さといったネガティブな印象につながり、作品鑑賞以前の

ハードルとなっていたのである。

　ミュージアムは、元来様々な過ごし方ができる場所であ

る。一人で来館する人、誰かと来館する人、解説を丁寧

に読みながら鑑賞する人がいれば、自ら解釈を見つける

人もいる。また、展覧会ではなく、建築を目当てに、ある

いは美術館の雰囲気を楽しみに来館する人もいる。そして

多様な利用者が、多様な方法で利用する状況が自発的

に生まれているとき、ミュージアムの公共性は確保される。

しかしそのためには、利用者がミュージアムに対して安心

感を抱けること、つまりミュージアムが利用者にとって「居

心地の良い場所」であることが必要なのでないだろうか。 

　「居心地の良さ」がミュージアム体験にどう作用するの

か。前述の来館者による感想から伝わってくるのは、様々

な仕掛けや、同じ鑑賞者であるメンバーたちの視点に誘わ

れて、自身を開き、主体的に鑑賞を楽しんで、それを共

有する来館者の姿であった。来館者は、ここにある作品

を見て、何かしらの関心を寄せ、価値を見出し、その制

作者、さらには作品を選び展示したメンバーの存在を想

像して、自分が感じたことを書き記したり、心の内で共有

しているのである。それはとてもシンプルな形での、文化

的価値の創造と共有であり、ミュージアムだからこそでき

る経験でもあるだろう。ものを通じて、時間的・空間的な

距離を超えた想像力が発揮される。実際に同じ時に同じ

場所に居なくても、誰かと同じものを見て、経験や感情を

分かち合える。居心地の良いミュージアムとはこのように、

人がエンパシー・共感を発揮できる場となり得る。全世

界的に不寛容な声が拡大し、社会を覆う時代において、

ミュージアムに求められる社会的な役割の一つは、こういっ

た場を保証することなのではないだろうか。

　

5. おわりに

　最後に、展覧会が開幕して実際に展示を目にしたあと

や、来館者との交流を伴うプログラムを終えたあとのメン

バーたちの感想をいくつか紹介したい。

　「感想に『ゆっくりできた』と書いてあって、最初の頃

に自分たちが話していたテーマがちゃんと伝わっていると

思った。やってよかったなと思う」「自分がいいなと思った

作品を、考えて、展示して、それをまた別の人に見てもらっ

ている。好きなものを共有できている感じがして嬉しかった」

「普段来ることがない美術館だったけれど、いろんな作品

があることを知って、それをいろんなふうに見ることができ

て、楽しかった。そしていろんな人の見方にふれられるの

はいいなことだなと思う」「キャプションの解説は高貴なも

のに見えて受け身になってしまうけれど、他の人の素直な

感想が書いてあると、こうやって見てもいいんだと思えた」

「キャプションを書いてみて、自分はこう思っていたんだと
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再確認できた」「みんな初対面の中で話し合っていかなけ

ればならないのが、人見知りな自分にとっては大変だった。

でも、色んな意見を聞けて、人それぞれの見方があると

知れて、楽しかった」 

　ここでも、メンバーたちが作品と、自分と、そして来館

者と、美術館という場を通じてつながってきたことが感じら

れる。全く異なる意見を持つ人がいることを目の当たりに

しながら、それが共存できることを体感する。違う者同士

のままで、何かを一緒に作り上げるという経験を、メンバー

たちはどのように感じていたのだろうか。 

　「この活動の間、『自分はこう思う』っていう本音を言い

やすかった。出来上がった展示を見ても、本音で話すこ

とができてたんだなと思う。安心して話せてた」 

　あるメンバーが感じていたこの安心感は、少なからず展

示室にも伝播していたと思う。そして安心は人の心を緩め、

ここにあるもの、他者、過去や未来へと開くことを促すだ

ろう。そうして築かれるゆるやかなつながり、弱い紐帯は、

社会をささやかにでも豊かにする。現状、「居心地の良さ」

を感じてもらう以前の場所にいてリーチできていない、潜

在的な利用者は多くいる。それでも、今回プロジェクト・

メンバーらが示してくれた「居心地の良い場所」としての

ミュージアムは、開かれたミュージアムを実現するための

一つの大切な指針になるのではないだろうか。 

　最後に、本稿の執筆にあたっては、グローイング・プ

ロジェクトのメンバーである安藤永恵さん、市川遥さん、

糸川玄さん、緒方愛莉さん、小木曽百香さん、小栗千廣

さん、寺田杏佳さん、長谷川結南さん、松田一希さん、

南方優季さん、雪田幸克さん、渡邉真優さん、渡邊有唯

さんに多くのご協力をいただきました。ここに記して深くお

礼を申し上げます。
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